
SURE: Shizuoka University REpository 

http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/

 
This document is downloaded at: 2015-07-11T12:56:24Z

Title 日韓両国の少子・高齢化の進行に伴う社会システム再構

築への課題 : 教育システムの問題を中心に

Author(s) 馬居, 政幸;  李, 明熙;  夫, 伯

Citation 静岡大学教育学部研究報告. 教科教育学篇. 39, p. 33-68

Issue Date 2008-03

URL http://doi.org/10.14945/00002899

Version publisher

Rights

http://ir.lib.shizuoka.ac.jp/
http://doi.org/10.14945/00002899


静岡大学教育学部研究報告（教科教育学篇）第39号（2008．3）33～68

日韓両国の少子・高齢化の進行に伴う社会システム再構築への課題
一教育システムの問題を中心に－

33

IssuesintheReconstructionofSocialSystemsAccompanyingthePopulationAgingofJapanandKorea

－FocusingontheProblemsinEducationalSystems－

馬居　政幸・李　　明畢・夫　　伯

MasayukiUMAI，MyungheeLEE，BaekPOE，

（平成19年12月20日受理）

1．人口減少社会にむけて離陸した日本

2005年10月実施の国勢調査により、出生数より死亡数が上回る人口減少が、推計より2年早く、日本

において始まったことが明らかになった（図1参照）02005年の日本の人口（1億2776万人）を5年前

の前回国勢調査（2000年）と比較する

と、15歳未満（年少）人口は107万人

（5．8％）減の1740万人（総人口の

13．6％）、15～64歳（生産年齢）人口

は285万人（3．3％）減の8337万人（総

人口の65．3％），65歳以上（老年）人

口は481万人（21．9％）増の2682万人

（総人口の21．0％）である。

毎年、出生数が過去最低を更新し、

高齢化率が30％にむけて増加し、生産

年齢人口が減り続ける。これが人口減

少期に入った日本社会の現実である。

経済学者の小塩隆士は『人口減少時代

図1日本の出生数・死亡率・合計特殊出生率の推移
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の社会保障改革』（日本経済新聞社）において、「少子化のもとでは、どのような政策でも、それが過去

において適切だったものほど見直す必要がある」と強調する。

小塩の関心は社会保障を支える税と保険の制度改編だが、教育の世界も例外ではない。日本では、従

来、少子化、高齢化、人口減少に関する発言の多くは、経済や福祉の分野の研究、行政、実践にかかわ

る人たちによるものであった。だが、出生率低下と出生数減少、高齢率上昇と高齢者数増加、その結果

生じる生産年齢人口の減少がもたらす変化は、生まれ、育ち、学び、そして、働き、育て、介護し、自

らも老いて、看取られ、生を終えるという人の一生の全ての過程に生じる。しかも、育児や介護の支援

者育成から税や保険の未納者縮減にいたるまで、変化にともなう問題の解決にむけての処方は、法や制

度の力による一方的強制ではなく、教育と学習の機会を介した選択肢の提示によって準備されなければ

ならない。世界のどの国もいまだ経験したことのない急激な少子・高齢・人口減少社会へのソフトラン
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デイングの成否は、生涯にわたる教育と学習のあり方に委ねられている。

韓国の場合はどうか。2002年に合計特殊出生率が日本より低くなり、その後も低下し続ける出生率に

対して、国家の基盤を揺るがす問題とみなされるようになった。だが、データの変化を遡ると、出生率

の低下は急激に生じた問題ではない。日本と同様に経済成長を優先させる施策や就業構造、その基盤を

形成する学校や家庭のあり方が連動して生み出した必然の結果である。いいかえれば、出生率の低下は

社会システム全体の組み換えを要請する未来からの警鐘と受け取るべきである。教育システムも例外で

はない。否、生命の誕生という最も根本的な課題にかかわる問題である以上、学校、家庭、社会を結ぶ

教育システム全体の最も重要な課題として取り組まなければならない。しかし、韓国もまた日本と同様

に、子どもを産まない女性の問題に解消されがちではないか。

韓国は図2に示すように、韓国戦争後の多産期（ベビーブーマー）が長く、出生数が減少するのは現

在の30歳代からであるため、高齢化率は2005年で9．1％と日本の半分以下である。だが後に詳述するが、

出生率を日本の二倍の速度で低

下させたことにより、人H減少

社会への転換もまた日本より短

期間で生じることを覚悟しなけ

ればならない。ただし、先行す

る日本の問題解決（失敗！）を

学ぶことにより、より賢明なシ

ステム転換への道を拓くことも

十分可能である。その意味で、

韓国と日本の少子化（低出産）

の進行過程を対比しながら、日

本での問題点の紹介を通じて、

韓国の課題を指摘したい。
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2．韓国と日本の出生率、進学率の比較から

（1）合計特殊出生率（一人の女性が生涯に生む子どもの

数の平均値）の変化の比較

図3は韓国と日本の合計特殊出生率変化を対比したも

のである。その特徴として次のことが指摘できる。

①日本は1950年から急激に低下し（少産化）、1960年

を前後して人口置換値の2．08の水準になったあと低

下は止まるが、75年頃から再び低下が始まり（少子

化）、現在の1．2台の少子時代になる（05年度は1．25

に！）

②韓国は70年代に急激に低下し始め（少産化）、80年

代後半に1．7になり、その後一時期低下は止まるが、

現在は日本より低く1．1台（05年度は1．16）である
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90年代後半にいなって再び低下し（少子化）、

このように日本の合計特殊出生率の低下は二段階にわかれる。一回目は1950年から1960年にかけての
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わずか10年で、それまで一人の女性が平均4人

から5人の子どもを産んでいたのを2人にまで

減少させたことである。これは意図的・政策的

に推進したもので、人口学的に少産化と名づけ

られる。その背景には、1945年の敗戦による混

乱をへて戟後復興をはたしたあと、「55年体制」

と総称される政治システムのもとでの高度経済

成長政策があった。すなわち、戦後日本におけ

る農業社会から工業社会への転換を可能にした

社会制度の再構築の重要な要因の一つが、この

少産化の推進であった。それは愛情で結びつい

た一組の男女が、サラリーマンと専業主婦とい

う性別役割分業により、二人の子どもを学校

中心に育てるという日本版「近代家族（戟後

家族）」が定着する過程でもあった。

それに対して1970年後半からの二回目の出

生率低下は、政策的にではなく、晩婚化とい

う女性の側の結婚へのためらいがもたらした

現象である。ただし、出生率が2．0前後にな

った1960年代に成立した結婚と二人の子ども

をセットで考える慣習は今なお大きく変化し

ているわけではない。したがって、0人また

は2人というのが、1．5以下になった合計出
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生率の実態である。すなわち、日本で少子化という名称に

よって問題視される出生率の低下は、女性の生む子どもの

数ではなく、子どもを生む女性の数の減少を意味する。少

産化が4人から5人いた家庭の中の子どもを二人に減らすこ

とであるのに対して、少子化は結婚をする男女の減少に伴

い生じる子どものいる家庭自体の減少を意味する。

なお、02年以来の合計特殊出生率の統計分析の結果から、

二つの新たな傾向が顕著になった。一つは、晩婚化や日本

経済の低迷により、子ども一人の家庭が増える傾向である。

30歳代になっての結婚と出産に伴う母親への負担と不安の

増大に加えて、収入の減少が重なり、二人目の子どもをあ

きらめる男女が増えてきた。

図6　2005年　未婚率（日本）
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もう一つは、晩婚を超えて非婚に進む男女が増え、特に男性の生涯未婚率が上昇したことである。図

4、5を見てほしい。男女ともに30歳代の未婚率の上昇が確認できる○さらに図6は男性の30代後半の

3人に一人が未婚であることを示している。この傾向は大都市ほど高い○日本では、地方の農村部の男

性が結婚できないことは、かなり以前から問題視されてきたが、大都市の未婚の男性の増加は、今後の

日本社会の構造をゆるがす問題になることが危倶される○日本において少子化は新たな段階に入りつつ
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あるといえる。

ところで、80年代から90年代にかけて進行し

た少産化から少子化への変化の背後には、工業

化から情報化の段階に転換した産業構造のもと

での女性の就業率の上昇がある。それは専業主

婦の母親によって男女の差なく高学歴に育てら

れた二人の子どもが、学校を卒業して職に就く

過程と重なる。すなわち、日本の家庭で子ども

が二人になった1960年前後に生まれ、現在40歳

代前半になった男女とりわけ女性が結婚をため

らったことが、日本の少子化の直接的な原因で

ある。

したがって、人ロコウホート的には、少産化

によって生まれた子どもと少子化のなかで生ま

れた子どもは親子の関係になる。日本は少産化

によって工業化や情報化など産業構造の転換を

担う人材を生産することに成功したが、次の新

たな時代と社会を担う子どもたちを生み育てる

親を再生産することに失敗したとみなさざるを

えない。先に少子化が教育システムを含めた社

会システム全体の転換を要請していると記した

理由である。

韓国の場合はどうか。韓国の合計特殊出生率

低下もまた朴大統領による高度経済成長政策と

平行した少産化の施策によ

って進行したはず。その結

果、日本とほぼ同年数で合

計特殊出生率を人口置換値

にまで減少させることに成

功した。さらにその後の女

性の晩婚化の進行による少

子化については、日本の半

分の時間で達成？した。そ

の背景に、日本を追い越す

速さでの情報化の実現とそ

明畢・夫　　　伯

れに伴う女性の就業率の上昇がある〇二のことは、日本版近代家族と類似した家族構造への転換や男女を

問わず高学歴化を求める社会的圧力もまた、日本以上の速さと強さで進行していることを示唆している。

図7、8、9が示すように、韓国もまた晩婚化が急激に進行し、男性の未婚率が女性よりも高い。さ

らに剛0、11が示すように、未婚率がこの10年間で急増している。特に、25－29歳では29・6％（1995年）

から59．1％（2005年）と約30ポイントの増加である。日本を超える出生率低下の直接的な原因といえよ
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う。男性の場合はどうか。30－34歳が19．4％（1995年）から41．3％

（2005年）と20ポイント以上上昇している。今後、この傾向が続

けば、韓国の低出生率ほとりかしのつかない段階になろう。特に、

図に示したように、現在の20歳代から明らかに男性が多い。これ

に出生数の減少が重なると、男性の未婚率が女性を上回ることを

避け得ない。韓国もまた低出生率は新たな段階に入ったと考え

る。

ではこのような産業構造や家族構造の変化は子どもの社会的形

成にどのような変化をもたらしたか。人「，廿人あたりの出生数で

ある普通出生率の変化と重ねながら考えたい。

（2）普通出生率（人口1000人あたりの出生数）の変化

の比較

図12は、韓国と日本の普通出生率の変化を対比するた

めに作成したものである。その特徴として次のことが指

摘できる。

①日本は1950年代に合計特殊出生率とともに急激に低

下したが、1960年代から70年代にかけて18人前後で

安定する。80年代に再び低下し、90年代に10人以下

になり、05年は8．5人。
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②韓国は70年代に合計特殊出生率とともに急激に低下し、80年代後半から90年代にかけて安定するが、

90年代後半から再び低下し、05年は9．0人で日本とほぼ同じ

韓国は韓国戦争のため、ベビーブーマーの誕生が日本より遅い。加えて、経済成長の開始が日本より

遅れた分だけ出生率低下（少産化）の開始も遅い。その必然として、ベビーブーマーが形成する人口ピ

ラミッドの山は日本より広く大きく、年齢も若い（図表2参照）。他方、工業化の開始は遅れたものの、

情報化への転換は日本を越

える速さで進行している。380

その結果、女性の就業率の

上昇とともに生じる晩婚化

の傾向もまた日本を越える

勢いで進行している可能性

が高い。

その証拠が少産段階から

人口置換値より下がる少子

段階に移行するまでの時間

の短さ。20年以上を要した

日本に対し、韓国は約10年

と2倍の早さである。その

結果、日本と異なり、少産

化によって減少した子ども

図13　出生数と合計特殊出生率の移り変わり
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が成人する前に、韓国の合計特殊出生率が2．08以下の少子化の段階に入ったと考える。合計特殊出生率

の低下が進むわりには、普通出生率が低下しなかった理由でもある。一人の女性から生まれる子ども数

の平均値が減少しても、親になる可能性の年代の男女が多ければ、人口千人に対する新生児数の平均値

を示す普通出生率の低下を緩和できるからである。

以上のことが、合計特殊出生率では既に80年代後半に韓国と日本は同水準になっていたにもかかわら

ず、普通出生率の場合、韓国の合計特殊出生率が日本より低下した2002年以降に同水準になった人口学

上の理由である。

問題はここから始まる。この韓国と日本のズレ

が子どもたちの社会的形成にどのような影響を及

ぼすかが問われなければならない。そのために、

まず日本の少子化が子どもの世界をどのように変

えたかを紹介する。図13を見てほしい。日本のベ

ビーブーマーとして団塊の世代と総称される1947

年生まれは270万人。その後、少産化により160万

人まで減少したあと反転して、団塊の世代のジュ

ニアの年代にあたる1973年生まれは209万人だが、

少子化が進行した2005年はわずか107万人。団塊

ジュニアの5割、団塊の世代との対比では4割に

も満たない。

この減少の意味を理解する手掛かりが、図4か

ら日本のデータを抜き出した図14の普通出生率の

推移である。合計特殊出生率は一人の女性から生

まれる子どもの平均値であるため、その減少は家

庭の中の子どもの減少を示すが、人口千人あたり

の出生数を示す普通出生率の減少は、地域社会に

おける同年代の子どもの減少を示す。団塊の世代

は34．3人（1947年）、団塊ジュニアは半減の18．8人

（1970年：）、少子世代はそのまた半減の8．5人

（2005年：）。団塊と比較して少子世代は育ちあう

仲間が4分の1になったわけである。

図14　 普通 出生率 （人 口千人対 ）
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さらに図15「日本の児童有無（児童数）別にみた世帯（家族）数の構成割合の推移」により、子ども

の世界の変化の構造を理解できる。1975年（団塊ジュニア）では18歳以下の子どものいる世帯が5割を

超えたが、2002年はわずか27％。ただし、世帯の中の子どもの人数の割合にさほど変化はない。少子化

が、1950年代の少産化と異なり、家庭の中の子どもではなく、子どものいる家庭が半減したことを示す

数値である。

この3種の図による子どもと家庭の変化をモデル化したのが図16である。

どこの家庭にも4～5人の子どもがいた団塊の世代、2人になって異年齢の友はいなくなったが同じ

年の友は近所にいた団塊ジュニア、その友をも失った少子世代。少子化が経済や社会保障の指標の前に、

子どもとその親の生きる場の条件を全く変えてしまったことを示すモデル図である。

日本において少産化が始まる前に生まれた団塊の世代の合計特殊出生率は4．3、普通出生率は34人。
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家の中にも家の外にも子どもたち

はあふれていた。大人の目が届か

ない世界で、自分のモデルとなる

先輩や自分がモデルになる後輩を

見出すことは容易であった。

この団塊の世代の誕生からわず

か10年で日本は少産化を達成す

る。この世代を少産世代と名づけ

るなら、彼ら彼女らの普通出生率

は18から19と団塊の世代の半分で

ある。この傾向は1973年をピーク

とする団塊ジュニアまで続く。そ

の結果、少産世代と団塊ジュニア

は、先輩や後輩などの異年齢集団

39

を失うが、近所の仲間を見出すことは可能であった。しかし、団塊ジュニアの後輩で、少産世代の子ど

もの年代に当たる、少子時代の子どもの普通出生率は10人以下になり現在は8．5人と再び半減する。そ

れは、共に育ちあう近隣の遊び仲間をも奪われ、強制的に集められた集団（その典型が学校の教室）の

中でしか友達を得ることができないことを社会的に条件付けられることを意味する。

日本では、ひきこもりやニート問題で子どものコミュニケーション能力の育成が課題視されるが、こ

のモデル図は、育児と教育のシステム全体を改編しない限り、より困難な課題の拡大再生産につながる

可能性を示唆する。それは学校教育においても、学力向上やキャリア教育などの個別課題解決の前に、

少ない子どもを一人の人間に育てる仕組み全体のありかたを再検討しなければぼらない。私見だが、そ

の第一歩は、家庭で子どもを育てるという原則を見直し、受胎期からの支援システム構築に始まり、保

育施設を少子社会に育つ全ての親子に不可欠の場と位置づけることである。そして、学校教育と学校外

の児童クラブ、塾、スポーツクラブなどの広義の学習機会を連動させた新たな教育課題を見当しなけれ

ばならない。この点については、後の改めて論じる。

韓国の子どもたちの場合はどうか。2002年の韓国の普通出生率は10人とほぼ日本と同レベルに低下し

た。合計特殊出生率の低下のわりには普通出生率の低下を進行させなかった人口の山のピークは40歳代

前半にある。今後、合計特殊出生率が急速に2．0に向けて反転しない限り、人口ピラミッドの裾野が広

がることはない。このままでは合計特殊出生率に続いて普通出生率の低下もまた日本を追い越す可能性

がある。

図16のモデル図は、韓国にもあてはまるのではないか。その結果、少子時代における子どもの社会的

形成の課題（問題）もまた日本よりも厳しいものとなる可能性を否定できない。もっとも、キャッチア

ップ効果は経済の分野のみではない。日本の失敗を教訓に問題の出現を未然に防ぐことも可能である。

そのための準備としてどのような課題が生じるかを進学率と高齢化率の変化をみることから考えてみた

い。

（3）進学率、教育年数の性差、高齢化率推計の変化の比較

図17～20は韓国と日本の進学率ならびに男女の教育年数の変化をみるために作成したものである。そ

れぞれの特徴を確認することから、上記の課題を考察したい。
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図17　日本・進学率
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先ず、進学率と教育年数の性差の変化を比較するに、次の特徴を指摘できる。

①日本は子ども二人になった1960年前後生まれの男女（少産世代）から高学歴化が定着し、短大を含

む大学進学率が40％を超える。76年に新たに制度化された専修・専門学校に進学する者を加えれば、

同世代の70％が、18歳以降も学校で学ぶようになる。

②日本では、少産世代が中学・高校を卒業する70年代後半から80年代にかけて短大を含む大学進学率

は、女子の万が男子より高くなる。さらに現在は少子化に伴う短大の減少により4年制大学におい

ても女子の割合が増加している

③韓国は90年代に急激に高等教育進学率が高まり、2003年は80％弱と日本より高い。

④韓国は現在の20代の女性から女性の教育年数が男性よりも長くなる。

韓国の高等教育進学率が急激に上昇する2000年前後の高等教育進学者が生まれたのは、1980年代前半

である。それは韓国の合計特殊出生率が2．0に達する時期である。韓国も日本も共に出生率の減少と高

学歴化が平行して進行したことを示している。

すなわち、日本では1980年代とは、出生率2．0すなわち家庭のなかに子どもが二人という時代になっ

て育った男女が大学生になり、卒業して社会に出る時期にあたる。同じ社会過程が、韓国では20年遅れ

て進行し、2000年を前後する時期の大学生から、子ども二人で学校中心に育った男女になる。そしてこ
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の過程は、日本では女性の高等教育進学率、韓国では教育年数が、男性を超えていく過程でもある。

このことは、少子化をもたらす社会的要因として、上述した情報化に伴う女性の就業率の上昇という

産業構造の変化は必要条件の一つではあるが、主体の側の要因を満たす十分条件ではないことを示唆し

ている。企業が女性の労働力を求めても、それに応ずる女性の側の意欲と能力が伴わなければ現実化し

ないからである。さらに、出生率低下の理由として、日本で指摘されることの多い経済的負担もまた十

分条件とはいいがたい。それは少産化、すなわち子どもを二人あるいは一人にする理由にはなっても、

晩婚化から非婚化へと現在進行している社会過程の説明にはならない。

では十分条件とは何か。ヒントは男性を超えて進行する女性の高等教育進学率の上昇である。すなわ

ち、少なくとも日本の場合は、性別役割分業のもと、専業主婦の母親によって、二人の子どもを学校中

心に育てたことが、少子化の直接的な原因である、晩婚化から非婚化へと進む主体の側の要因としての

十分条件と考える。その理由を三点指摘したい。

その一つは、学校化社会の成立である。学校教育は性差よりも個人差を優先し、自己実現を最上位と

する生き方を内在化させるからである。学校での生活がジェンダー再生産の場になる側面があることを

否定できないが、教科の学習度を試験によって評価する過程に性差を反映させることは困難である。さ

らに、何よりも学校教育の拡大は、伝統的な身分に代表される属性主義にかわって、個々人の努力と能

力の評価に基づく業績主義を社会の構成員の選別・配置の基準として一般化させる。その否定されるべ

き属性の代表の一つが男女の性差である○学校の拡大は性差を基準とする評価の縮小を伴わざるをえな

他方、家庭は伝統的に性差の文化の再生産の場とみなされてきた。だが、二人しかいない子どもに対

して、女性であることを理由に上級学校への進学を拒否する親は少数派となろう。多くの親は、男女を

問わず我が子の学校の成績が上昇することを求めるはず。

その結果、子どもたちは男女という性差よりも自己の努力と能力をいかに高めたかを評価され続ける

過程で自己形成をすることになる。加えて、多数派が高等教育に進学するということは、自己実現を最

上位におく生き方が誰にとっても正しいという価値基準が植え込まれることでもある。

だが他方で、自己実現の延長に子育ての世界を位置づけることは困難といわざるをえない。とりわけ

女性にとって出産・育児は、それまでの自分の生き方を変えることが前提になる。育児も家事も自分で

はなく家族のために生きることを要求するからである。性別役割分業を前提とする限り、学校中心に育

った高学歴の女性が結婚、出産、育児という性差を基準とする社会的役割を選択することをためらうの

は当然のことである。

それでも女性の高等教育進学者が少数の場合は、多数の母親になる女性に規準を合わせることを社会

的に強制することは可能であった。だが、逆に多数派が、それも男性以上に、高等教育に進学するよう

になったとき、判断の基準が変化することを避け得ない。

さらに、このような自己実現を求める女性の要求と積極的に同調（シンクロ）したのが急激なグロー

バル化と一体で進行する社会の情報化である。仕事の中心は生産の現場からPCと語学を駆使する情報

操作に移行した。そこでは伝統的な性差を基準とする人事は、企業の成長を妨げることになる。多くの

女性に自己の能力を発揮する舞台が準備された○そしてこのことが、女性から結婚・育児という選択肢

を実質的に奪うことになる。

仕事、家事、育児という三つの役割を平行して行うことが可能な社会であれば、結婚と出産への道は

大きく開かれる。男性（夫）の家事・育児の分担や育児の社会化（保育園の完備）がその条件の代表で

ある。だが、実は女性の高学歴化を可能にした社会的条件は、他方でこのような方向に男性と社会制度
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を変えることを妨げる役割を担うことを指摘しなければならない。これが少子化を進行させる十分条件

として、専業主婦の母親による学校中心の子育てを位置付けた三つ目の理由である。

日本において性別役割分業に基づく家族は、1960年代の高度経済成長とともに一般化する。それは全

国各地の農家に生まれ育った若い男女が、都市に移動する過程でもあった。その結果、彼ら彼女による

二人の子どもは、親と異なり、地縁、血縁から切り離された環境で自己形成を行うことになる。それは

子どもたちにとって、伝統的な家事、育児に関する意欲や技術を学び取る機会が失われることを意味す

る。他方で、母親となった女性にとっては、意欲と時間の大部分を子どものために使うことが可能にな

った。だが、子どもは成長とともに母親の手から離れていく。二人の子どもを育てるだけで終わるほど

人生は短くない。子育て後の新たな人生をいかに見出すかが大きな課題となる。日本において、1980年

代に、女性を対象とする生涯学習が制度化される一方で、女性のパート労働が拡大した社会的背景でも

ある。このような、子育て後の人生を迷う母親のもとで育った娘が、専業主婦の道を選ぶことをためら

ったとしても不思議ではない。晩婚化から非婚化への道は、専業主婦の母親が開いたともいえる。ただ

し、このことは、娘の場合は、良くも悪くも、女性としての自分の未来のモデルを、母親に求めること

ができることを意味する。

息子の場合はどうか。仕事を理由に家に帰れない夫の分も含めて注がれる母親の愛情が、社会的な自

立への道を妨げることになる。愛情と身の周りの世話を全て満たしてくれる母親と同等の女性を妻に求

めようとするなら、結婚への道も妨げられることになる。ただし、いくら自分にとって必要と思われて

も、男性として生きるためのモデルを母親に求めることはできない。しかし、工業化は職住分離を進行

させることにより、父親が最も輝く働く姿に息子が揺する機会を奪い、妻に依存する家庭の中の姿しか

身近に見せることができなくした。さらに情報化は、思春期ゆえに悩む息子のモデルとなる権威をも多

くの父親から奪った。PCや語学の能力に支えられた個性を求める新たな時代に戸惑う息子の悩みに、

適切な助言を与える能力を工業化の中で自己形成した父親に求めることは困難な場合が多い。たとえ意

欲と能力があっても、24時間型の労働を求められる先端産業の父親に、子どもとの関係を豊かにする時

間の余裕は多くない。

性別役割分業は、多産多死の貧しい社会が工業化を進める段階では一定の合理性を有すると考える。

だが、その結果として少産少死の豊かな社会になった段階で不合理な社会システムに転換する。その傾

向を社会の情報化は加速するといえよう。

もっとも、以上の記述はあくまで日本での少子化過程の分析から導いた仮説である。家族という国と

民族固有の歴史と文化が集積した場における変化である以上、韓国の現状にそのまま当てはまるわけで

はない。だが、日本に追いつき、追い越す合計特殊出生率や普通出生率の低下と日本の先を行く情報化

の進展は、少子化が求める社会システム転換への課題を韓国社会もまた共有せざるをえないことを示す

と考える。

そこで最後に、少子化の必然として迎えなければならない高齢化の進行を視野に置きながら、韓国と

日本の教育システムが解決しなければならない共通の課題を提示したい。

3．少子高齢社会における教育システムの課題

（1）韓国と日本の高齢化率推計の比較が示唆する教育改革の課題

図21は韓国と日本の今後の高齢化率の推計を比較するために作成したものである。一見して理解でき

るように、まもなく高齢化率、すなわち65歳以上の高齢者が人口全体に占める割合が20％に達しようと
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している日本と比較して、現在の韓国は10％未満と低

い。だが、2050年には日本の35．7％に対して韓国は

34．4％にまで上昇し、両国がほぼ同じ水準になること

が予測されている。

韓国は現在、既に述べたように、「386」と総称され

るベビーブーマーが30歳から40歳にかけての年齢のた

め、合計特殊出生率の低下ほどには出生数の減少の幅

は大きくならない。そのため、高齢化率は日本の半分

以下の水準に止まっている。だが、少産化による子ど

も二人の世代が20代に達していることから、早晩、出

生数の減少と高齢者の増加が平行して進行する時代を
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迎える。さらに、上述したように、少産化から少子化に転ずるために要した時間は日本の半分であるた

め、高齢化率上昇の速度も日本の2倍の速さで進行することを暗示している。2050年には日本とほぼ同

率の超高齢社会になると予測される理由である。

ただし、このような数値はあくまで推計値。今後の施策によって変わりうる。否、変えることに失敗

すれば両国の未来はないと考えるべきである○高齢化率35％の世界を国家規模で経験した例はどこにも

ないからである。

実は出生率低下が高齢化率上昇に結びつくまでに40年以上の時間を要する。この間においては、子ど

もが減っても高齢者は増えず、双方への扶養負担が少なくなり経済発展に有利になる。この時期を国連

が人口ボーナスと名付けた。日本の高度経済成長はまさにこの時期に重なる。このボーナス効果の残る

間に工業化後の家族モデルの開発を怠ったツケが、現在の少子化である。転換のチャンスは1980年代に

あった。だがそのとき日本は中福祉・中負担という名分により、家事、育児、介護を無料（アンペイド）

で担う女性（専業主婦）の再生産（戟後家族の継続）を重視する制度設計の道を選択した。その代表が

年金における3号被保険者の設置である。ところが実際に1990年代に生じたことは、専業主婦になる前

に結婚自体をためらい、晩婚化から非婚化への道を選択する女性の増加と男性の未婚率の上昇であるこ

とは先に確認した。

ただし、問題は未婚者の増加自体ではない○法と制度が前提とするモデル家族と現実の家族の間にズ

レが生じたことである。経済や財政の次元に止まらず、血縁や地縁（社縁）に代わる個と集団の関係の

再構築を阻む、アジア的基層文化に根ざした家族像の解体をも視野においた検討が必要である。血縁を

断ち切る契機を組み込むことなく、自己実現を求める教育と経済の論理に裏打ちされた個人化の進行が、

新たな家族創造への意欲と覚悟の形成を阻害し、親の愛の証として与えられる子ども時代の豊かさが、

親となるための結婚、出産、育児の価値とスキルの学習機会を奪ったからである。

団塊の世代までは、大人になれば結婚をすべきであり、生活の安定と保障は家族をつくることで獲得

できた。だが、現在の若者にとって、結婚、出産、育児は自分の人生の選択肢の一つにすぎない。おま

けに、女性にとってその選択は、それまでの人生で得た仕事、収入、友人、自由な時間を失う不安につ

ながる。男性の側にも、相手の人生を引きうける負担感への戸惑いが生じている。男女ともに家族をつ

くることで失うものの多さを解消できない限り、今後もキャッチアップ現象（晩婚、高齢出産の増加）

を期待できない。

それは数年後から、人口減少がより一層加速されることを意味する。この10年、日本では出生率が低

下し続けても、出生数の減少を押し留めていた団塊ジュニアが30代後半になり、出産可能な母集団の再
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度の縮小が始まるからである。

さらに、この現象は日本だけではない。韓国、台湾、香港、シンガポールとかつてアジアNIESとよ

ばれた国々は、日本以上に進行する出生率低下への対処に苦闘している。我々は何千年もかけて築き続

けてきた、人間を再生産する価値と仕組みを、工業化の成功とともに見失ったといえまいか。人口減少

社会の家族モデルの構築は、子どもを生み育てることの意味（価値）を再構築することから始めなけれ

ばならない。3

その際に前提とすべき原則がある。子どもを産むかどうかは、当事者である女性自身の判断でなけれ

ばならないことである。先に「法や制度の力による一方的強制ではなく、教育と学習の機会を介した選

択肢の提示によって準備されなければならない」とした理由である。わずか10年で合計特殊出生率を半

減させ、高度経済成長への離陸を可能にする近代家族を日本に根付かせた1950年代の少産化は、出産制

限を勧奨誘引（強制！）する施策と社会運動の成果であった。だが、人口減少社会へのソフトランディ

ングを可能にする新たな家族の形成と拡大を、同様の手順で実現することは不可能であり、期待すべき

でもない。それは個々人の選択を支援する、多様な学習の場を提供すること、すなわち生涯学習の実践

によるものでなければならない。

そのための課題は何か。一言で言えば、社会の個人化に耐えうる社会システムへの転換である。その

実硯のために検討すべき課題は多いが、ここでは上記の分析を受けて、近代国家を担う均質な国民の形

成を目的に制度化された学校教育を、子どもの個性の拡大を優先する教育システムの中核として再構築

するための課題に絞って考察したい。その手がかりとして、日本の学校教育が様々なレベルで試みてき

た「個をいかす教育」に注目したい。

これまで日本の学校教育は集団主義の典型とみなされる傾向が強かった。だが1990年代に入って子ど

も一人ひとりの個性を生かす教育への転換が教育改革の柱に掲げられた。1980年代に生じた校内暴力、

いじめ、不登校という学校教育の基盤をゆるがす子どもの変化を前にして、学校と教師は自らが変わる

ことによってしか新たな時代と社会に生きる人間を形成できないと自覚したからである。

ただし、それまでの日本の学校が個を重視してこなかったわけではない。むしろ、敗戦を契機に再出

発をした時の教育改革の理念もまた、子ども中心主義であった。その後も教育改革が求められるたびに、

子ども中心主義への回帰が叫ばれた。何よりも、戟後の教育改革期より一貫して、「個をいかす授業づ

くり」を追求してきた教師集団や学校も少なくない。1990年代の教育改革が、全国の多くの学校と教師

によって積極的に進められた背景でもある。

しかし他方で、繰り返し求められるということは、「個をいかす」という教育のあり方には、多くの

困難が伴うということでもある。そこで改めて日本における「個をいかす教育」の変遷をたどりながら、

その課題を提示することを試みたい。

（2）個をいかす教育の課題を求めて

i．イデオロギーの狭間で子どもたちの未来の可能性を信じて

戦後日本の教育改革は米国の強い指導の下で進められた。しかし、改革を担った口本の教育界は大き

く三種に分かれた。その一つは、マルクス主義の影響のもと、日本の社会主義化を実現するための教育

を目的とする人たち。その二つは、戟前の日本の伝統を継承する教育の復活を求める人たち。その三つ

は、国家に奉仕する国民でも、イデオロギーを信奉する闘士でもなく、子どもの日常経験を重視する教

育の実現を新教科社会科に求める人たちである。この三番目が日本の戟後教育における「個をいかす教

育」の始まりである。
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戟後初期の文部省は米国教育使節団の勧告に基づき、「なす事によって学ぶ（learningbydoing）」と

いう経験主義教育を積極的に導入する立場にあった。その推進役であった若い教育研究者や行政官が、

その後の日本の学校教育における「個をいかす教育」の基盤を作る役割を担うことになる。だが、米国

による日本の占領統治は、韓国戟争を契機に大きく転換し、日本の独立と復興を早め、共産主義の浸透

を排除する方向に向かう。そのために、一度は公職から追放した戟前の日本のリーダーを復権させる。

それに対抗し、社会主義を理想とする日本国内の知識人や労働者による政府批判の論陣や運動が活発化

する。

この二つの勢力の狭間で、教育は国家やイデオロギーの手段ではなく子どものためのもの、社会主義

か資本主義という体制選択を教師は子どもに教え込むべきではない、という立場から学校教育の再構築

を図ろうとする教師、研究者、行政官の実践があった。学習指導要領は教師が参考にするモデル、教科

書は子どもの学習の参考書、その内容を強制すべきではない。重要なのは、子どもが生活のなかで問題

を発見し解決する過程。教師の役割は、子どもの未来の可能性を信じて、励まし、伸ばすこと。このよ

うな教育理念に基づく実践が全国で展開された。これが「個をいかす教育」の源流である。それは、近

代国家建設のための国民を作る手段として制度化された日本の学校教育の歴史において、国家やイデオ

ロギーから自由な個人の価値が発見されたことを意味するといえよう。

しかし、世界が冷戟システムによって再秩序化されるとともに、日本は明確に米国の核の傘のもとで、

保守政権による経済重視の道を選択する。そのなかで「個をいかす教育」は、教育現場において新たな

役割を担うことになる。

ii．高度経済成長に子どもの豊かな生活の実現を求めて

韓国戟争による特需を契機に戦後復興を遂げた日本は、後に「55年体制」と名付けられる、保守合同

（1955年）によって誕生した自由民主党による政権交代のない政治システムのもとで、高度経済成長時

代を迎える。国家観やイデオロギーの選択という政治的な問題を棚上げして、経済という中立の世界で

の豊かさを獲得するための能力と態度を育成することが学校教育の課題として要請される。それは直接

的には、経済成長を可能にする科学技術の習得と技術革新を担う人材の育成として提起された。しかし、

もう一つ重要な課題があった。国家や同族集団にかわって、経済成長を担う企業とその活動の価値を高

め、職場への忠誠心を国民各層の中に育むことであった。ただし、それはかつての身分意識に根ざした

組織原理の復活によってではなく、キャリアとして経営の側にいる者と生産の現場で支える者を、人間

として同等の関係におく価値意識に裏付けられた人間関係を基盤にしたものでなければならなかった。

職場のリーダーの役割は部下を自己に従属させることではなく、一人一人の意欲を引き出す一万で、相

互の同調を獲得する雰囲気を形成できるかどうかに求められた。企業への忠誠心と仕事への専心は、強

制ではなく進んで同調する意欲を基盤にすることによって、積極的な経済活動がもたらされると考えら

れたからである。

このような経済成長を可能にするための意欲、能力、価値意識を子どもたちの中に育む役割を、意図

的ではなかったが、結果として担ったのが「個をいかす教育」であった。

二度のオイルショックをはさむ1960年代から1970年代にかけて、日本は高度経済成長の時代を歩むが、

学校教育もまた量的にも質的にも飛躍的に拡大する。量的には戟後改革で義務化された中学校に続いて

高等学校がほぼ全入に近い規模に拡大・増設され、高等教育も大衆化が危慣されるようになる。そして

質的側面の拡大を担ったのが「個を生かす教育」であった。それは、この名称を使用するかどうかに関

らず、戟後改革の中で志向された子ども一人一人の意欲や経験を重視する授業のありかたが、学校教育
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の目指すべきモデルとして一般化されたことを意味する。高度経済成長の過程で制度化された日本的経

営と同様に、日本的学校教育の型は「個をいかす教育」の実践の積み重ねによって形成された。

たとえば、教師が教室の中で最も重視したことは、少数の成績上位者をつくることではなく、下位者

も含めて、だれもが同じクラスの友達として助け合う学級づくりである。授業は学級をつくることから

始まるわけである。その前提には、良い授業とは、教師が準備した内容を教え込むことではなく、全て

の子どもが自分なりの答えを発表できること、という基準がある。そのため、子どもたち一人一人の学

習意欲や理解の状況を一枚のシートに記録する座席表が開発され、子どもの優れた意見を引き出す教師

の発間の仕方が授業研究の中心に位置付けられる。さらに、子どもの多様な発言をいかに有機的に黒板

に表記するかが、教育技術として評価される。子どもたちが競って自分の意見を発表しながらも、互い

の意見を理解しあい、クラス全体に共有される答えが自ずと形成されることが理想とされた。いずれも

「個をいかす教育」の理想を具体化したものである。

すなわち、「個をいかす教育」とは、子どもたちが自分の願望や欲求によってそれぞれが独自の方向

に向かうことを求めるのではない。逆である。子どもたちが互いに相手の意見を尊重することによって

こそ一人一人の個性が活かされる、ということを学習活動の過程で獲得することが目的である。「個を

いかす教育」は、集団を一定の方向に導くために、成員の間にコンセンサスを形成することを重視する

教育観と結びつくことによって、日本の学校の授業づくりの中核に位置づけられることになる。それは

終身雇用、年功賃金、企業別組合を特徴とする日本的経営を支える人格形成（聞入主義）の基盤ともい

える。日本の高度経済成長が、企業への忠誠心と職場の同僚との親和性によって支えられていたとすれ

ば、その源は教室のなかの「個をいかす教育」にあったといえる。

しかし、このような組織と構成員への同調を優先する日本的聞入主義は、1980年代に入って、経済の

グローバル化の挑戦をうけることになる。異なる文化を持つ人との間に、高度のコンセンサスを形成す

ることは困難だからである。

iii．異質な他者との共生を可能にするために

1980年代に日本は経済大国への道を歩む。オイルショック（1973年）による不況を新たな技術革新に

よって克服するために、日本企業は熟練工にかわって生産過程にロボットを導入することでコスト削減

と生産性の向上を図った。また、単純労働力として、安価なパート労働の扉を主婦に開いた。しかし、

1980年代は先に紹介した少産世代が新卒として社会に出た時期にあたる。経済の拡大とは逆に若い労働

力が不足する。とりわけ、3K（汚い、きつい、危険）と総称される建設や生産の現場は慢性的な労働

力不足に陥り、外国人労働者の流入を招くことになる。その結果、外国人労働者の子どもたちが多数入

学する学校が増え、異なる文化をもつ子どもたちの教育が課題となる。日本人であることを前提に、多

様性を同質性に転換することを求めた「個をいかす教育」は、新たな試練の時を迎える。しかし、それ

は新たな価値を獲得する契機でもあった。

本来、子ども一人一人の意欲や経験を重視することから出発したのが「個をいかす教育」である。言

葉や習慣の異なる子どもたちが学級に入ってきた当初は混乱したものの、学校と教師が異文化を個性と

位置づけることに、それほど時間は必要ではなかった。彼ら彼女らを排除することによってではなく、

異質な他者とのコンセンサスを形成するための教育方法として、「個をいかす教育」は積極的な役割を

はたすようになる。日本語教育を専門とする教師による個別授業を準備する一方で、異なる文化をもつ

子どもを交えた学級づくりの実践が各地で試みられるようになった。

この実践の価値は、外国人の子どもが通う学校や教室の中に止まるものではなかった。グローバル化
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する人の移動に対応した新たな教育システム構築の基盤となったからである。たとえば、子どもたちの

日本語教育のための教師育成は、国語教育とは異なる日本語教育の研究や成人対象の日本語教師育成を

目的とする専門教育機関の設置を誘引した。国際理解教育に加えて、異文化理解教育、多文化理解教育、

グローバル教育、開発教育など、異質な文化との共生を目的とする多様な教育のあり方への関心を高め、

同質化を優先してきた授業や学級づくりを相対化する視点を、日本の学校と教師に与えた。さらに、人

権教育や福祉教育と連動しながら、ハンディキャップを持つ子どもたちを健常児の学級に受け入れ、互

いに仲間として支えあうことを通じて、ハンディをも個性とみなす新たな教育方法を開発する意欲の基

盤ともなった。

さらに何よりも、1980年代に次々と生じた日本の学校教育を土台からをゆるがす問題に対処する道を

準備した。それは1980年代初頭の全国の中学校で起こった校内暴力に始まり、1980年代半ばの被害者を

自殺にまで追い込むいじめの顕在化、そして1980年代末に軽視できない数にまで増加した不登校へと続

く問題である。これらの逸脱行動に対し、学校と教師は当初、自分たちの責任とみなすことができなか

った。そのため、校内暴力には力で抑えることを試みた。いじめは子どもたちの人間関係のゆがみ、不

登校は家庭の責任とみなした。だが、対処の過程を通じて子どもの姿が見えてくるにしたがい、原因は

学校と教師の側にあることに気づき始めた。変わるべきは子どもや家庭ではなく、学校と教師の方であ

ることを自覚するようになった。

このような変化を可能にした基盤に、異文化を個性とみなす「個をいかす教育」の教育観と実践の積

み重ねがあることは理解できよう。この1980年代末に芽生えた学校と教師の自己変革への意欲は、90年

代の教育改革に積極的に応ずることを可能にした。それは戦後日本を枠付けてきた構造が次々と崩壊す

るなかで、日本社会が被る大きな試練に対処するために、文部省が主導する教育システム全体の再構築

を視野においた教育改革である。

iv．大競争時代を生き抜く能力の開示を

1989年のベルリンの壁崩壊に始まった冷戟システムの崩壊は、その日本版政治システムである55年体

制を終焉させた。さらに、1980年代の経済大国化の夢はバブル崩壊とともに消え、日本は長期不況に陥

る。戦後日本の教育が、国家観やイデオロギーの選択という国全体のありかたに関係する問題を視野の

外において、子ども一人一人の個性を迂回した所属集団への同調を強調できたのは、経済成長が子ども

たちの未来を豊かにすると信じられたからである。実際に1980年代の日本は未曾有の豊かを享受し、日

本に生まれた子どもは誰もが高校に入り、望めば大学進学も多くの家庭で可能になった。ところが、経

済のみでなく、その前提の政治システムも、さらにそのまた前提の東西冷戟という世界システムも終結

した以上、教育システムもまた新たな方向を求めて模索せざるをえなくなる。

もっとも、経済と同様に、繁栄の1980年代に教育システムの問題点は明らかになっていた。先に述べ

たように、校内暴力、いじめ、不登校と続く過程で、子どもではなく学校と教師の方が変わることを要

請されるようになったからである。この流れは1990年代に入りより大きく強固なものになり、個々の学

校や教師のレベルを超えて、文部省が主導する日本の教育行政全体の課題になる。その背景には、次の

二つの危機意識があった。

一つは、1980年代半ばに出された臨時教育審議会答申に示された新自由主義に基づく学校、教師、子

どもたちのそれぞれのレベルでの競争を重視する教育システムへの転換の要請に対する危機意識であ

る。首相直属という臨時教育審議会の形式が象徴するように、戦後の文部行政全体への批判ともとれる

審議形式と答申の内容を踏まえて、中央集権的な体制による画一的な日本の教育行政と学校教育の改編
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に取り組まざるをえなくなる。

もう一つは、児童・生徒数の減少、すなわち少子化への危機意識である。それは当初、子どもの減少

にともなう学校と教師の減少という量的な問題として把握された。だが、いじめや不登校に関する研究

者を交えた各種審議会の審議過程から、子どもたちの生きる場全体の教育力にかかわる質的な問題であ

ることが認識されるようになった。

このような危機意識のもとで、文部省は教育システム全体の改編の方向として、学校教育中心から生

涯学習体系への移行を提示する。そして先ず学校制度の改編を視野において、近代公教育制度が成立し

て以来初めて学校教育を縮小させる「学校過五日制」の実施に踏み出す。さらに、これも従来の方向と

は逆に、学校の側から家庭や地域社会に協力を求める「開かれた学校」を学校教育の新たな方向として

推進する。

他方、教育内容・方法の改編に向けては、「これまでの教育を省みて」という観点のもとに、画一的

な知識の教授ではなく、子ども一人一人の個性を重視し、体験や活動を通じて「生きる力」を育む「新

しい学力観」が新教科「生活科」の実施とともに提示される。特に教師の授業実践のレベルでのあり方

が問い直され、教師の役割は子ども一人ひとりの個性や能力に応じた学習の支援にあることが強調され

る。また、評価の方法も改められ、学級内の序列を示す評定にかわって、子どもの一人一人学習状況を

個別に記述する所見の欄が導入される。さらに、教科の学習内容を①関心、②意欲、③態度、④知識の

順に、四種の観点から子ども一人一人の学習状況に応じて、悪い部分ではなく、良いところを見出し、

伸ばすことを目的に、具体的に把握することを求めた。

このような文部省主導のもとに実施される教育改革に対して、学校と教師は当初、困惑せざるをえな

かった。従来の授業と評価の方向を運転させるかに思えたからである。しかし、実践化が進むにしたが

って、多くの困難を克服して積極的に取り組む学校と教師が増加した。それらが「個をいかす教育」と

重なるものであることが理解されるようになったからである。

すなわち、敗戦後の日本に植えられた種が、日本の教育システム全体の改編の方向として実を結んだ

ともいえる。戦後の新教育実施とともに教職につき理想を抱いた教師が、年月を経て学校の管理職にな

っていた。その人たちにとって、文部省が提起した教育システム改編の方向は、若き日の理想の実現に

つながるものであった。1980年代に教職についた若い教師にとっては、自分たちが望む子ども一人一人

の現実に対処する授業実践として取り組めた。中堅のリーダーの立場にある教師にとっても、長年積み

重ねてきた学校硯場の努力が認められたものと位置づけることができた。「個をいかす教育」は授業実

践のレベルを超えて、日本の教育システム全体の改編の方向を示すかに見えた。

しかし、時代は大きく変化していた。1990年代の現実が求めた「個をいかす教育」は、日本の教師が

追求してきた理想の範囲に止まるものではなかった。冷戦後の世界は、世界の国々があらたな秩序の主

役となるべく互いに競争する時代に入った。特に、唯一の超大国となった米国から始まったIT革命は、

ヒト、モノ、カネ、そして情報の流れを大きく変えた。その流れにのって、アジア各国が後発効果を活

用しつつ、低迷する日本経済にキャッチアップしてきた。このような大競争時代といわれる新たな国の

境を越えた経済競争に勝ち抜く能力の育成もまた、「個をいかす教育」に求められたものであった。

学校と教師の理解する「個をいかす教育」は、あくまで授業実践レベルでの一人一人の子どもに応じ

た良さを伸ばすためのきめ細やかな教育支援である。国や企業が求める他に抜きん出た能力により、世

界の企業との競争に勝つ子どもの個性の育成ではない。活動や体験を重視する授業作りで教師が望んだ

ものも、動植物や地域の人たちとの交わりであって、コンピュータや外国語を自在に駆使することでは

なかった。
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このような「個をいかす教育」に求められた二つの方向のズレは、1990年代末に新しい学習指導要領

の内容が明確になるにしたがって、学力低下批判として顕在化する。

V．少子高齢社会を担う人の間の再構築に向けて

1998年12月に告示された学習指導要領は、1990年代の教育改革を拡充することを目的に改訂された。

そのために新たに導入する「総合的学習の時間」と「学校過五日制」の完全実施にともなう授業時数の

減少に対処するために、既存の教科の学習時数を減らした。その結果、各教科の学習内容を削減もしく

は上位学年に移行したことに対して、学力低下を危倶する批判が様々な立場から提起された。特に、国

際的な学力調査や文部科学省による学力調査の結果をもとにした批判の高まりによって、文部科学省は

学習指導要領の性格と内容の修正を余儀なくされる。

これまで学習指導要領は、法的拘束性をもつ教育課程の基準と位置づけられてきた。それは記載され

た内容の全てを学習しなければならないだけでなく、記載内容以上を教えてはならない、という意味も

含んでいた。1950年代後半に、冷戦に基づくイデオロギー対立を避け、教育の中立性を確保することを

目的にした規定だが、1990年代の教育改革においては、過度に難解になる傾向にあった入学試験問題を

改めさせる役割をはたした。しかし、削減した学習指導要領に対する学力低下批判に応じるために、文

部科学省は2003年に学習指導要領を国が保障する最低基準であって上限ではないと改訂した。さらに、

これを受けて、学習指導要領にある高度な学習を禁止する記述を削除するとともに、教科書の検定基準

を改めて、上位学年の内容をその目的を明確にした上で記載することを許可した。

このような学習指導要領の修正は、一見、知識教育を重視するもとして、「個をいかす教育」を妨げ

るかに見える。しかし、そうではないと考える。むしろ、前述したように、「個をいかす教育」に求め

られたもう一つの要請に対応するものとみなしたい。

冷戦終焉から15年を経て、21世紀の新たな世界秩序が形を顕しつつある。それが「9．11」以後の米国

の描く世界秩序になるかどうかは不確定だが、経済のグローバル化による大競争時代であることは否定

できない。とりわけ、中国の経済成長とEUの拡大は、20世紀アジアの経済大国日本の位置を変化させ

るであろう。加えて、中国の拡大や半島の変動によって、東アジアの政治地図も大きく変化するであろ

う。情報機器と外国語が競争力を左右する新たなリテラシーとして益々要求されるであろう。そして、

このままでは国の基盤を揺るがすまでに進行することが明らかになった少子化と高齢化への対処は、何

よりも優先されなければならない。

これらのことは、90年代の教育改革が求めた子ども一人一人の個性を伸ばすことだけでは対処できな

いことは明らかである。日本の国や社会の新たな課題が明確になればなるほど、具体的に身に付けるべ

き知識や技術の習得への要請が高まることは避け得ない。しかし、そのことが、既に指摘したように、

「個をいかす教育」を否定することではないことも確認しておかなければならない。逆に、「個をいかす

教育」こそ、新たに求められる知識や技術を子どもたちが学ぶことができる授業作りの方向でなければ

ならない。この点について、「総合的学習の時間」の今後の課題と関連して考えてみたい。

「総合的学習の時間」を新たに導入するに当たり、異なる二つの要請があった。一つは、90年代の生

活科に代表される子ども一人一人の個性を重視した活動や体験に基づく学習を上位学年の他教科の学習

にも拡大する要請である。このことを象徴するのが、学習指導要領において、「総合的な学習の時間」

に関する記述が総則にのみ記載され、具体的な教育課程を記載する各教科等の部分には明記されていな

いことである。記述された内容においても、学習方法や評価方法については明確だが、具体的な内容に

関しては例示に止め、各学校が子どもとその生活する地域の実態にあわせて創意・工夫することが求め
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られている。いずれも、子ども一人一人の個性や具体的な活動・体験を重視するという意味での「個を

いかす教育」が志向することである。

しかし、「総合的な学習の時間」の導入には、もう一つの大きな要請があった。現代的課題といわれ

る国際化、情報化、少子高齢化に応ずる新たな知識、技術の学習である。いずれも、既存の教科の教育

課程では対応できない新しい学習内容である。より正確には、既存の教科が教育課程を大幅に改編しな

い限り、導入できない学習内容である。しかし、日本社会に生活する人たちの未来の保障を考えるなら、

要請される学習内容は、重要度が低い教科を廃止し、新たな教科を創設することで対応すべき課題とも

いいうる。実際に文部科学省（文部省当時も含めて）は、教科の改廃も視野において検討したようであ

る。

しかし、教科の改廃は非常に解決困難な問題を引き起こす。廃止される教科に関係する人たちの反対

が当然生じるであろう。それだけではない。どのような教科にするか。どのような内容にするか。関係

する人たちの働きかけは想像を超えるものがあろう。それも、教育論や子ども論の次元ではなく、経済

的利害に基づくものが大きな力を発揮するであろう。学習指導要領に記載されるかどうかによって、関

係業界の未来が大きく左右されるからである。さらに、要請される分野を構成する知識や技術はいずれ

も変化の途上にある。学習指導要領の検討をへて教科書を作成し、検定、採択という手順をふんでいく

過程で、その内容は役にたたないものとなろう。何よりも誰が教えるのか。設備はどうするのか。45分

や50分の授業時間で可能なのか。

言い換えれば、要請される分野の学習は、これまで日本の学校教育を枠付けてきた教師、教科書、教

室、時間割という構造の改編なしには具体化できないともいえる。しかし、繰り返すが、産業界の要請

かどうかにかかわらず、未来に生きる子どもたちのことを考えるなら、避けて通れない課題であること

も否定できない。このように問題点を位置づけるなら、今回の学習指導要領における「総合的な学習の

時間」の導入の形式は、やむをえないものと理解する。

ただし、これは課題が解決されたことを意味するのではない。先に指摘した日本の新たな課題は、

「9．11」を代表に、全て学習指導要領が告示されたあとに生じた出来事に基づくものである。まさに時

代と社会は変化している。それもかつて経験したことのない速さと規模においてである。子どもたちを

未来からの使者と位置づけるなら、彼ら彼女らが生きていかなければならない時代と社会の要請を可能

な限り予見し準備することは、教育に関る人たち全てが共有しなければならない責任と考える。

とりわけ、直接子どもたちに働きかける教師の責任は重い。文部科学省を代表に教育行政に関る人た

ちの役割を軽視するわけではないが、今と未来を生きる子どもたちの学習に直ちにかわることができる

のは教師である。幸いにも、「総合的な学習の時間」の内容は、各学校の教師にゆだねられている。改

革は今すぐにでも始めることは可能である。ではどうすればよいか。改めて「個をいかす教育」の意義

を強調しなければならない。

上述してきたことから、「個をいかす教育」は、日本の学校と教師にとって、学習内容よりも学習方

法や子ども観に関係するものとして位置付けられがちであったといえよう。しかし、そこで積み重ねら

れてきた学習方法や子ども観こそ、新たな学習内容が要請するものと考える。たとえば、少子高齢化の

課題は、介護や育児の重要性を教えるだけでは解決できない。幼児や要介護者を前にしたときに必要な

のは、進んでかかわろうとする「こころ」、かかわることができる「技術」、かかわる相手に応じて柔軟

に対処するための「知識」、そして支えあい、学びあい、教えあう「仲間」である。これらは全て介護

や育児の現場に参加して、実際に体験し、活動することによってしか身につけることができない。この

ことは情報化が求めるIT、国際化が求める異文化理解や外国語学習にもあてはまる。
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そして「個をいかす教育」が蓄積してきたもっとも重要な遺産である「子ども一人ひとりの個性に応

じて」という教師のありかたこそ、今求められる新たな学習課題に必要な観点である。情報化、国際化、

少子高齢化のいずれもが、社会の個人化の進行を伴うからである。すなわち、旧来の家族や同族、ある

いは企業や国家に所属することによってではなく、その人自身の意欲や独自の能力を評価することによ

って維持される社会がまっているからである。「個をいかす」という観点は、甘い理想ではなく厳しい

現実として迫ってくる。大競争時代と言われる理由である。

このことは他者を排斥することを意味するのではない○逆である。個人化が進めば進むほど、他者と

の関係を意図的につくる努力が重要になる。家族や同族、あるいは企業や国家の強制が強い社会では、

自己実現が理想になる。しかし、個人の能力の評価が社会の基盤になればなるほど、他者への貢献をよ

り上位の価値として実現しなければ、その社会は崩壊せざるをえないであろう。理由は簡単である。人

はロボットではない。全てを他者に依存する乳幼児として生を得て、同じく他者の手をかりなければな

らない老いを迎える。病や障害を持つ場合もある。自分が健康であっても、子どもを産み育て、介護を

要する人と生活を共にする人はハンディをもつ。この当然のことを無視もしくは一人の女性が担うこと

を強制することによって経済的繁栄を獲得しようとしてことが、どの国も経験したことのない少子高齢

化を進行させたことは既に指摘した。

このことは、学校教育が自己実現の価値を普遍化させたことを否定するのではない。先に紹介したよ

うに、日本の戟後教育史において、「個をいかす教育」の出発が個人の発見であることの意義もまた否

定するつもりはない。社会の個人化の基盤に自己実現への欲求があることも容易に想像できる。しかし、

自立は孤立ではなく、他者との関係なくして自己の自立自体が存在しえないことを忘れてはならない。

自己実硯を否定することからではなく、自己実現は他者との関係のありかたの重要ではあっても一つ

の形であること。最も価値ある自己実現は、他者への貢献を介してこそ可能であること。一方的な知識

教授によってではなく、子どもたちが自ら進んで介護や育児の現場、あるい刺青報産業や異なる文化を

持つ人たちの生きる場に参加することによって、自己を高める他者の重要性を覚知することができるか

どうか。すなわち、自己実硯を介した他者の価値の再発見とその内在化こそ、社会の個人化が要請する、

いいかえれば人口減少段階に入った日本の超少子高齢社会に生きる子どもたちにとっての最も重要な教

育課題であり、「個をいかす教育」の新たな価値であることを強調しておきたい。

韓国の場合はどうか。

（3）韓国の教育改革の課題一多様性に応じた新たな学力観の模索を

まず、韓国においては、日本以上に、学校の成績すなわち学力の高

低が、上位学校進学の基準に止まらず、社会的位置の高さと道徳的優

位性、すなわち実利性と人間性の両面を決定する条件になることを確

認しておきたい。韓国社会に育つ子どもとその親にとって、学校の成

績の重みは日本の比ではない。

私見ではあるが、現政権が進める教育の平準化も、それを批判する

側も、学校の成績に現れる学力の高低が、社会的実利と遺徳的優位性

を決定すること自体を問題視しているわけではない。加えて、現政権

が志向する平準化は、教育の論理というよりも富の社会的配分という

経済の次元での問題意識に支えられている。批判する側も、高度な知

的能力を有するエリートの育成を求めることはあっても、子ども一人

図 2 2　 卑 正 明 7 t 主 翼 0 1 書 召 q
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ひとりの多様な意欲、個性、能力を活かすための教育課題を提起するわけではない。同様に、政治的に

中立的な研究調査においても、個々の学習者にとっての学力の価値や意味を問う視点の優先度は低い。

その一万で、子どもたちの変化はこのような韓国の既存世代の常識を超えて進行していることを指摘

したい。図22を見てほしい。同一質問で静岡県と韓国の中高校生を対象に実施した調査によるものであ

る。「学校が楽しい」と答えた韓国の高校生は男女ともに約3割しかいない。この調査結果をもとにし

た日本からの帰国子女への聞き取り調査でも、日本と比較して韓国の学校が楽しい場所ではないことを

確認した。明らかに子どもたちは、韓国の学校教育に拒否反応を示し始めている。

このデータは、国家が定めた基準にしたがって競争し、その勝者が社会的実利と遺徳的優位性を獲得

できるという神話を共有できない子どもたちが、多数派になる可能性を示唆している。その背後に、工

業化から情報化の段階に入った韓国社会の変化と急激な少子化の進行があることは、先に確認してきた。

改めてようやくするに、日本と約20年の差で、韓国は70年代に出生率を急激に低下させ、80年代前半に

子ども二人の時代を迎えた。さらに、その二人の子どもが大学に入学する2000年に入って大学進学率が

7割を超えていく。またこの時期から女性の教育年数が男性よりも長くなる。韓国もまた日本と同様に

二人の子どもを性差にかかわりなく大学に進学させる社会に変化したわけである。しかも、日本の二倍

の速度で、日本を超える進学率に達した。

図23　インターネット利用者の割合（一日平均）
このような現在の韓国の子どもたちの生き

る世界の特徴を示すデータをもう一つ紹介し

たい。図23を見てほしい。8割近い子どもた

ちが「宿題」や「趣味や関心」のために、毎

日30分かそれ以上の時間をインターネットの

操作に費やしている。情報化の進行度もまた

日本を超える。これらは、現在の20代以下の

若者と子どもたちが、工業化後の豊かな社会

で自己を形成する世代であることを示す。そ

れは、韓国の子どもたちの世界に、個人化の

過程が急激に進行していることを意味する。

他方、現政権を支え、韓国の世論をリード

する386世代が大学に進学した80年代の進学率は30％前後。教育年数も男性が女性より長い。生を得た

60年代は朝鮮（韓国）戦争後のベビーブームを引き継ぐ多産期であり、朴正畢大統領による工業化（高

度経済成長）以前の貧しい社会であった。そして、70年代の工業化の進行とともに自己を形成し、その

成果の分配をめぐる対立と分断国家ゆえの国家の正統性をめぐる葛藤を青年期に経験してきた世代であ

る。いわば日本の団塊の世代に相当する世代といえよう。

386世代は、日本の団塊の世代と同様に、国民全体を序列化する一元的尺度を組み込んだ単線型の学

校制度の階段を上ることで、社会階層の上昇移動を夢みることができた最初の世代であろう。ただし、

大学進学率が30％前後とは、進学競争の勝者がエリートとして富と名声を得ることを許容され、少数の

勝者になるために勉強以外を禁欲することを人間の理想モデルにすることも可能であった。それを科挙

制度や朱子学によって培われた伝統的な価値観や行動規範によって合理化できた。だが他方で、7割が

進学しないことは、個人の能力や努力以外の要因（身分や経済格差）により、競争への参加を阻まれた

社会層が存在することでもある。386世代が経済格差とリンクした教育格差を、是正すべき社会的不公

正とみなすこともまた、リアリティのある問題であった。
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しかし、80年代に入って生まれた兄弟姉妹が二人になった世代にとって、大学受験は全ての子どもに

課せられる発達課題に転化する。一元的尺度は勝者と敗者の無限の連鎖を生む。学校の成績は親の階層

を維持する手段と化し、社会的実利と遺徳的優位性の予定調和が崩壊する。その象徴が2003年の修能試

験を舞台に、携帯電話を用いて犯した「修能不正事件」であろう。捜査の過程で親からの金銭授与や教

師の黙認が確認されたからである。ただし、大規模とはいえ、全受験生からみれば不正者は少数である。

多くの子どもたちや若者は、学校受験や資格取得のために懸命に勉強している。ただし、それは国家や

民族の繁栄のためではない。大韓民国の正統性や社会的不公正を正すためでもない。個々人の個性や能

力に適した自己実現の場を求めての作業である。

個人化した学習者にとって重要なのは、自己実現の可否と程度であって国家水準ではない。豊かな社

会に向かう工業化の過程では、国家水準の上昇と国民個々の生活水準の上昇は両立しえた。だが、工業

化後の豊かさを得た生活に基づく多様な要求を、国家水準によって実現することは困難になる。加えて、

少子化の進行は、個性と能力に応じた自己実現への欲求を開花させ、その実現度を共通の尺度で測るこ

とが困雉になる。

加えて、工業化後の情報化の段階に入った社会では、多種多様な職種と能力が必要になる。さらに、

少子化→高齢化→人口減少と進む人口構造の変化により、家庭内で女性が担ってきた役割を社会的に共

有する制度の拡大と、異文化に育つ人々との共生が課題になる。その準備のために求められる、新たな

能力や価値規範と行動様式の育成の成果は、従来の知識の記憶量と操作時間の多寡によって序列化する

尺度では、測ることができない。

したがって、日本以上に低下する出生率のもとで生まれ育つ韓国の子どもたちが必要とする教育シス

テム転換の方向は、国家水準の観点からも、社会の個人化と学習者の多様化に適合したものにならざる

をえない。だが、教育改革を巡る韓国内の論議は、政治的立場に基づく対立の構図から抜け出せないで

いる。現在進行中の教育課程改定経過の報告書にも、社会の個人化や学習者の多様化を中心課題にした

項目を見rtけことができない。

ただし、これは教育政策や教育研究の傾向であって、韓国社会全体を視野におけば、実質的に学習者

の多様なニーズに応じた教育機会が機能していることも事実である。社会の個人化の現実化でもある。

その意味で、上述した多用な欲求と個々人の自己実現は、近代国家の形成と社会の工業化に必要な人の

材を育成することを目的に制度化された公教育の役割を超える課題とみなすべきかもしれない。

少子高齢化から人口減少へと進行する社会システムの転換が求める教育システムの改編射程は、儒教

文化にヨーロッパ近代を接木した日本の近代公教育制度をモデルにしたアジア型公教育の基盤に及ぶこ

とを最後に指摘しておきたい。

注記

本稿は、2006年9月14日に韓国ソウル市内で開催された「日韓両国の少子・高齢化の進行に伴う社会

システム再構築への課題　一教育システムの問題を中心に－」（自由主義教育運動連合主催）で発表し

た論考に加筆したものである。なお、この発表の際に李　明輿が翻訳した韓国語版を末尾に紹介する。

本稿の資料の作成において、馬属の研究室に所属する山田知佳（大学院教育学研究科修士課程2年）

と大西由香（教育学部3年）の助力を得たことを記して謝意とする。
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（ N 0 0 0 瓜 ） せ 二 手 甲 早 成 」 ∽

主 　 且 停 （ 虚 け ） 　 但 斗 仰

岩 ↓ 停 止 （ ひ ． わ 辞 ） 　 噂 け 鴎

－ ↓ － ○ 停 止 （ 伸 ば 旬 止

鳴 け 碑 　 B U ↓ 喀 血 （ 伸 也 止 血

坤 羊 蹄 　 ■ 崇 無 道 這 （ 抑 止 坤 止

理 想 止 　 血 や 仰 　 〇 品

卓 J  N 0 0 N 瓜 皇 　 吟 皇 　 脚

帝 　 ゆ あ ゆ 〇 一 鱒 巾 匝 £

鳩 〇 十 注 や ． 山 車 帥 皇 柑

且 且 石 工 叩 血 て 讐 叩 旦 一 塁 塾

側 斗 且 　 上 峰 巾 　 巾 l n 仰

巾 皇 帥 　 停 車 盟 主 　 血 泣

卓 ． 阜 且 噂 ． 旦 〇 一 血 盟

庇 せ 血 ∴ 単 ゆ 且 や 旦 ユ 血

即 金 抑 止 　 且 阜 仰

皇 　 金 色 巾 呈 仰 〇 十 エ 卓 ．

止 血 包 丁 蒔 〇 一 血 旦 立 増 巾

や 仕 上 ユ 仰 上 塵 〇 一 手 並
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成 増 揮 い 土 曜 ゆ 虚 血 阜 仰 卓 出 や 卓 也 〇 一 位 叫 皇 ヰ 巾 但 瓜 止 血 卓 。 一 旦 ． 祀 也 l噂

N － b 辞 ） 〇 一 卓 ．

畠 中 仲 立 や 斗 卓 上 也 且 画 題 仕 草 且 何 曲 や ゆ 〇 一 告 辞 ゆ 哺 阜 且 咄 斗 卓 出 ． 金 峰

也 地 色 斗 与 皇 祖 伸 上 呼 出 泣 声 0 】 鎚 〇 一 位 増 哩 け 上 皇 仰 ヱ 偲 庇 巾 上 也 止 虚 位

〇 一 皐 ． 血 皇 虚 血 ／ 囲 上 b （ 亡 岳 ） 阜 半 上 仰 「 ぱ 旬 噌 け 上 皇 止 与 也 匝 ヰ 呈 止 し （ 他 車

山 嵐 仕 q q 主 星 ム ー 「 け 単 五 禁 止 ゆ 注 〇 十 皇 呈 上 仰 ヱ 且 碑 適 塵 い じ 鎚 。 一 半 学 基 泣

且 此 他 姓 位 剋 庇 や 郎 呈 出 帥 暗 但 匝 斗 捜 卑 し 耳 目 単 伸 鴎 早

如 上 わ 止 他 止 巾 よ 也 匝 中 和 且 且 阜 叶 伸 主 阜 匹 血 皇 神 主 也 。 一 旦 停 ∵ 甲 や 且 土

草 叩 旦 豆 畔 。 王 早 成 巾 呈 上 仰 叫 声 け 単 五 や ■ 何 曲 革 ． 但 項 噌 け 基 地 停 噂 庇 止

ヰ 中 小 血 ∴ 讐 草 皐 血 芸 巾 。 五 位 坤 曲 学 止 血 阜 伴 星 也 付 与 呼 称 皇 止 せ 仰 兄 。 一 泣

声 卑 且 声 伸 也 叫 且 尊 卑 ゆ 遺 骨 噂 押 出 曲 ゆ ヰ ゆ 卓 出 此 与 や 仰 斗 ● ∪ 也 阜 臆

ユ 仰 金 額 瓜 戯 但 斗 止 噌 け 阜 単 且 匝 仰 瓜 や 仰 呈 且 与 や 阜 旦 声 量 や 山 一 U 且 匝

庇 卑 恒 ■ 境 や 旦 由 ． 呈 埜 ⇒ 撃 阜 担 け l ゝ 帥 帥 ヨ 1 r b 一 伴 匝 咄 二 時 匝 一 ぬ め 二 阜 中 位 上 白

畢 叩 与 哨 戒 率 且 匝 仰 卑 官 畠 牢 誉 ヤ 基 阜 早 場 〇 十 や 呈 伸 也 且 腔 阜 ヰ 立 匝 帥 小 皿

単 年 仲 立 伸 也 且 卑 仰 卓 也 上 － ゝ 通 也 豊 丘 皇 位 立 ゆ 中 也 阜 仰 上 皇 帥 車 皿 止 血 叫 。 一

旦 b 二 時 。 † 仰 且 。 惰 性 早 出 や 上 － ゝ 曲 折 皇 且 仰 〇 三 皐 。 王 ． 底 止 止 曜 金 。 重 臣 阜

仰 与 噌 叫 巾 止 色 劇 主 や 郎 皇 且 仰 q q 皇 虎 〇 一 ヰ ． ヰ 勘 ∵ 羊 蝉 し ま 票 叩 加 正 ∴ 甲 即 上

－ ゝ 虚 位 皇 止 半 端 坤 中 位 阜 呈 帥 上 止 阜 且 稲 匝 瓜 喀 血 早 い 皿 工 ． 碑 州 恒 匝 庇 巾

阜 畔 上 。 玉 砕 呼 ぶ 陪 仰 且 血 盟 巾 皇 帥 皇 け 豊 丘 且 桓 阜 印 鑑 巾 。 十 位 斗 可

隼 サ 甲 山 血 N 皇 「 言 7 蒜 宣 ． 碑 叫 也 道 側 止 卓 は ユ 呈 。 一 旦 咄 ‥ 辛 華 宣 下 他 日 ． ゆ 鹿

骨 斗 鳴 け 阜 仰 址 巾 地 主 止 箋 呈 帥 平 皿 ヱ 上 皇 仲 基 日 通 や ゆ 巾 N 8 諾 皇 2 辞 帥

成 餌 止 倍 。 一 斗 。 一 旦 や 且 埠 や 旦 ヰ 仰 せ 鈷 且 声 ゆ 鹿 咄 中 位 巾 止 呈 柑 仰 山 且 卓

上 地 上 島 中 皇 位 増 車 抄 と 也 帥 止 血 碑 恒 也 巾 匝 ヰ 呼 工 伴 星 呼 止 卜 仰 址 巾 増 仲

基 。 竹 呼 声 中 年 鹿 追 阜 仰 喧 巾 且 中 量 皇 空 位 睾 ） ゆ 豊 中 匝 帥 昆 匝 旦 虚 血 碑 上 l y

感 伍 碑 且 起 中 主 止 卑 仰 庇 い 伸 巾 且 斗 叫 卑 皐 U 止 且 呈 上 僅 舟 卓 也 巾 止 け 単

五 其 且 仰 注 也 盛 卓 也 ゆ 皇 ヱ 単 位 上 ． 庇 巾 呈 上 巾 皇 也 止 け 皇 巾 中 盤 碑 叫 止 耳 鼻

伸 上 通 学 恒 也 や ．

㌣ 碑 叫 阜 庇 中 止 伸 也 伸 ． 也 超 血 虚 〓 早 目 帥 咄 血

（ － ） 嘩 塾 側 や ゆ 立 郎 （ 停 年 且 辛 等 〓 芸 亘 破 け ♀ ヱ サ 且 空 豊 吉 〓 還 言 古

山 北 い 巾 借 欄 卓 也 巾 且 吟 塾 側 帝 ゆ 金 仲 仕 や 郎 皇 ヱ 峰 延 。 玉 ． 山 側 鑓 匝 伸 上
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皇 及 位 伸 巾 匝 通 草 出 廷 卓 出 止 巾 。 一 割 〇 一 皐

莞 且 血 や 仰 孟 号 等 止 彗 舟 や ゆ 爵 量 仰 望 叫 望 芸 出 川 也

蓋 増 豊 劇 豊 碑 什 宝 止 孟 呈 豊 上 宝 豊 平 山 笠 這 笠 羞

霊 や 仰 望 側 や 仲 立 叫 巾 等 且 笠 呈 豊 中 望 ユ 仰 望 藷 連 声 蓋 丁 半

U や 豊 丘 漬 せ 豊 呈 量 什 宝 豊 量 弄 ， 若 妻 器 量 琶

止 上 停 叫 望 慧 連 声 U 孟 矛 若 巾 霊 若 鑓 匝 豊 止 血 単 量 皇

阜 佃 仰 芝 地 止 抑 止 ヰ 望 泣 声 〇 一 址 巾 ■ 庇 若 望 義 劇 中 意 義 旬 仰

望 也 空 手 豊 ゆ 叫 中 辛 日 日 遥 単 軸 等 芳 志 止 吟 苫 挿 性 宕 〇 一

ヰ 止 相 田 卓 也 1 0 帥 出 盛 且 出 廷 仰 兄 ゆ 上 之 卓 出 泣 声
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誉 ヤ 吐 亘 盟 也 や 畔 上 や 吉 山 ？ 空 き ＝ 冨 史 － 送 還 ） 呈 上 芦 山 里 N 8 還 声

N O 匝 色 柄 。 一 ヰ ヰ 叶 早 出 泣 声 境 や 〇 一 適 哨 〇 一 竿 竹 血 道 ． 噂 側 止 且 仰 臆 咄 巾 也 仰

ヱ 此 ≠ 蚊 仰 鴫 曽 十 他 誉 五 ・ 脚 且 ， U 北 畠 上 告 王 仰 兄 且 此 空 言 N 呈 中 止

中 止 且 ヰ 血 盟 や 十 碍 旦 〇 一 剋 皇 ゆ 鹿 骨 上 申 け 卓 也 且 侃 一 呼 止 止 工 巾 ゆ ヱ 且 よ ゆ
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。 三 斗 中 止 ば 上 皇 且 。 三 郎 1 n O 一 旦 早 島 4 歳 。 一 也 且 ． 仲 通 卓 出 と 且 皇 壬 卜 仰 上

単 品 用 益 鹿 島 ∵ 甲 岬 上 島 山 号 等 一 倍 郎 呈 上 仰 N O 瓜 叶 皇 位 超 阜 且 N 8 0 位 巾 ∴ 他 車

寧 畔 上 亘 止 【 憲 〓 還 ム ー 阜 上 伸 ♀ エ ヰ 里 叩 咄 声 だ 叩 単 曙 ヰ 与 単 位 早 目 芯 百

ヱ 卓 也 巾 庇 巾 呈 上 仰 且 止 止 b 叫 日 々 但 超 坤 。 】 ． 碑 州 呈 上 仰 臼 や 成 ≠ 声 ヰ 止 巾

地 上 広 丘 さ 仰 せ 逮 〇 三 帥 尊 卑

。 一 見 巾 h F 羊 革 咄 ∴ 町 豊 里 血 ‥ ÷ 且 止 ． P ぱ 仲 山 ゝ ． 吟 呈 上 上 崎 単 組 坤 。 】 適 匝 阜 皇 帝

侍 や 且 且 立 且 地 虚 ゆ ヱ ヰ 仲 里 仰 仕 成 増 伸 也 庇 や 斗 也 匝 仲 仕 且 早 手 。 一 旦 声 ≠ 旦

適 度 匝 色 巾 停 脚 上 ユ 仰 叫 叫 仲 仕 巾 〇 三 旦 仰 兄 巾 上 土 豊 臣 泣 ∩ 十 ． 土 成 。 一 且 止 止

け 咄 血 扁 ∵ 阿 州 皇 后 r Y て 一 旦 可 。 阜 仰 且 止 舟 止 押 せ 0 1 r 皿 。 一 骨 惇 阜 且 碑 ゆ 止 血 止 せ
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瓜 脚 巾 巾 為 朝 仰 。 一 車 帥 叶 且 ヱ 押 也 皇 帝 巾 阜 匝 車 皿 ヱ 佃 や 恒 也 臆 且 出 廷

上 底 二 早 通 止 血 瓜 か ∴ 且 上 州 璧 叩 烏

山 地 神 巾 伸 也 ヱ 停 車 成 止 ま 位 川 仰 呼 止 中 止 且 瓜 仰 且 止 忠 臣 中 日 や 也 や ゆ



せ首臣号超たこ七番春昏言下路マIY削Y串匝偽書葺卜的Ik岳詮1∠削Y串貴

書匝（彩イ弾ヰ）1Yマ市マレ盲世臣亡‘注Ir恒’七牒H∠青首匝晶串良詩号卜的腱重

言提鈴泣　言世路昼　巨士官削Y重臣阜　匝（彬昏封昏）lYb市七号良書最良　良計

●bl。量也号令lY奄1∠サト巨詑IY最Ikl♀青書暑Ik奇恒也l010一世匝

lと匝10号刷Y阜匝良市古詩号他占甘号音て恒良童IYケZl言わ洋lo巨阜伝奇匝

盲IRセ抱l∠せ臣詣童古寺泣言1♀主甘虹匝lZ回○提奇計邑l∠セレ胞剖∠せ良

基‘号巨阜葺主音拓音尋最良胞炬　匝持T k喜10号や長鳥匝炬IY青首肘言や

王寺青さ川∠丁巨払k匝巨阜烏トト〇d　●ね嘗ね10量か仁王は雇∵葺hlo計盲k

喜10号世路丁帥l∠号1Yl∠lYhl〇号せ冨臣1∠10小●わ騒音吉澤手書レ附loや

l∠匝揚阜盲匝串削∠言や壬匝肘MHoせ童匝書匝l∠三洋手鼻臣lo喜10的

与言責世路　匝khlo手中謁＆1∠　k言古別Y陰陀書（据g弔勒）匝昔圭桓毒せ払岳

‘小kr●わ澤毒手暴走　レIk匝hhh舌鼓盲尋匪l∠苗　レ言下針阜‘言わ巨七肘

Tb1さす註Ik匝拝せ担士10‘皐七七昏Ik洋書尋胞晶古詩短音定一詰む尋℡巨

や士官Ik匝糾〇号打卜番号卓也hhb葺士削ぎ去古寺泣言甘言号音匝首せ

せ机。‘b昏附せ腱阜音詩恒良世路反則Y‘lo削o khhb号音　〇着虹匝割○

胞長音古書　匝臣阜号博士号k邑　匝臣吉舎lo音詩とセ邑わ毒せ臣　k割○

●わ諺ld匝号泣言わ澤寺号遼レ

l捌け車b膏馬首腱ln拝せレ言石打卜壬符号巷‘せ臣　匝長音削○‘串や●わ薄

手亀吉百七拓邑1∠hhh持せ圭良を‘号臣　巨額書IR b士昔年喜市●bおk膣

阜lo k昏号臣言わ尋k主音泣言せね緑青琵匝士与良昏lo喜暴虐セレ匝酎○

匝hh号や長鳥奇計薄　陸士1。七・尋klo‘b恒ちl∠lo呂川R k削Y昏炬塵lo貴

下言七　匝打b■註重言b食言睦lo草庵肘臣葺や言有村炬青首ト‘匝炬邑0861

レ匝青馬lo泣lo’わ昏l∠匪せ　き1∠k糾〇着　小串邑　号肘持∵寺号≠・k士10富

七番lY脛奇計持育ち臣阜暴言す詣泣言言L∠書l010匝臣士や碇kb啓白

七号す寺khhb匝尽せ長打号l010‘詭l幻世七哨bIk洋書轟音1Yレ陸路喜

l010号音せ恥辱詑IY女盲k号毒針わき1∠hhh言下註尋●わ砲ちl∠せl可匝号

泣号地車牒1∠匪l∠尋陸良川爪音引∠HO音k尋啓匝10与■1Yl∠払良きを‘トト

澤臣防毒lolo号泣亡●わ昏l机や鈴音個邑l∠セh埴臣碕昏哺長も詩痛‘畠lr‘匝

思せ百舌‘葺l01o k給与尋匝匝h亡喜こせ臣こせ湛引∠lo臣セミせ割〇

割Yち‘1∠h阜音声剤と小b胞　レ匝1∠阜匝l可Z主区号泣亡1コ尋せ諒詩匝尽

せ長糾匪臣ちT k炬昌0961一号妄1∠吉澤睦巨lb臨書．最良良計b笹匝音詩

‘セlo甘lo刷匝隕宣言l∠lYl￥匪引○古詩阜正也匝hhb持せ室邑区レ

言言辞子音阜言l∠lY陰往昔せせマlo泣lo●わ諺lo胞klと号泣言わ尋も各号最良

号椴胞風音泣言轟1日書写匝削Yせ針阜言首長晶串良lo言下陰徳‘号巨富　k匝

lY串Ikや阜1∠音便巨塵T k鉢ト音詩一重k他‘七lo甘恥　辱R音こ1∠（l裔舌　短詩

有言）せ削Y klo富小lo阜音　別○富・1Yl∠　k（隆昌）鉢皐や陸島Ik百号筐　k得手

伝書臣一再七匝1Y串阜1∠lo泣言提鈴Ik世路臣号尋blrl∠C毒せ10与‘lYl∠‘昆

●わきIk養匝言下短詩符号刷YbR三

車丁刷。与・舌巨巨士官石打blo削01コ拓酎R書1∠匝士手車睦長音巨♀匝l∠lY

l相打わ号串わきl細胞風音長針匝馴∠匪匝71∠1Yiも三極言下引∠暮せ打

払短音泣言レIt。喜亡●わ隕削0言下長音首鞋ミ1♀1Y士舌根h桓〇d b士言下

長詩市紆奇計阜匝邑●佃。壊す臣三日♀腱R hl王1∠l綿飴せ罷言喜尋巨星l。泣

副吉富紆）子音言下k与良　匝主甘匝紆わ剖♀さす与良引∠セ諺kl01∠セIk

セ持古尋ね号泣

ミ個食畠l。劃∠匝古番場音別王l紬也陀防音正号正吉す糾0＆阜冨泣亡・1∠

世卓也言拒串‘剛と塵七指揮1∠士別k食言す反則Y号泣毒せ董青書生Iklb

打トト盲hhk薄手b‘言せ臣持古マ1∠1沌陀富官舎雷匝阜紅由利と轟こ

七l。邑砲再も小台h号泣言海k室胞炬匝臣葺1♀論陣

号尋b k削Y三世言下劃∠書七計号や正則○専‘碍阜‘舌をlo針b k巨也正

則七言下計量正也一串葺1♀言Ik臣与良昔最良巨やセlo昔鵬l∠1♀さす号泣葺

けh佃世音別∠七日。loiiセ割Yl∠引。与わき1∠lk区lo臣号去1R青首晶

k苗匝拝せlと極帥亡引。与・肴阜卜澤Ik的打由良皇竹澤寺号＄kせ百七壊

乱妄号泣三七H如巨引拙r糾。富匝長詩　匝陸別∠セ言下註尊書b剛と恒

也やて引∠lo臣石川1喜匝志10割∠l￥1∠

キ匝正也言1R号小l勘睦と≠l。邑ふ匝早手士匝捨身匪号陰詩l∠lY号泣葺恒也泣

匝与正喜El∠缶をわ1∠lo十一七昏肘や青首邑l∠lYレ匝紅塵ミ酎∠駐車肘　∠

k手持葺hl鴫舌巨卓也臣下kl∠セ言わす中計号セh阜号音l010世臣こ

■わ削♀占甘号臣号匝掛金

l。良計∵匹烏」kl。1。匝せ首座昔青書h阜言古せ古希●わ苗匡1∠せ寺マ言古せ

雲呑lYl∠lY也陀匝富根鼻＆盲甘lo号臣指針わ‘レ胞炬匝lolo三澤匝鵜臣士

‘串lY匝七拓巨立花言マ食言世帯紆阪書庫音別緒言す良書笹子を1∠一陸諒

●セ澤寺号おlとせ諒寺号マ与酎∠

証言提言甘引∠暮せ討手炬息匝正也●わloせ首kh阜割Rl∠小腹k首持巨

富胎齢阜針寺最寸。k＞巨臣せこやRIYせ市島レ盲す劃∠諒は割￥帥・高音匝蕗

紅さ削Y音（警手諺遊）匝去転を号やk壬糾∠臣重臣Ik，岳阜世良雪辱別∠h∠‘b

他声価l音（軍手制暫始主計寺号巨富炬言下青首i｝ぬき臣‘葺炬竜　巨富疋雷鳥言

わ冨持去l∠bIk七や詫言号泣言l∠lY良市暮せ紅レ匝乾せ寺側∠臣胞恒的邑

IY書写草庵拓也だ●串lY博士最良七号臣三洋lo邑妄言匝1∠マ長持キ肘匪匪

l。春満′　k亘渕軒打抜●糾○昔鵬l∠l∠lY刷細号邑晶　k苗言や盲拾得巨音邑詩l∠

セ‘匝辞せ喜七別∠わ下せ紅号音℡正也七lo誇紅桓‘削Yせ正也∴手中せこ

●b符丁やklY

lYl∠ど書せlo r●七重七肘丁セl。詫言青書匝レ言古注す竜胆妄言匝終泣言恒喜

lR b☆盲唐音皐‘持蒔語注転邑巨匝せせマlo泣副∠盲石打阜正也昔l010lち食

卓1∠hhh注せ士邑昏‘胎10良書長島良計毒せ臣匝音詩言わ良妻●七lo早舟

訴
求
　
詩
≠
・
憎
　
　
虚
漕
・
出



6
1

日
韓

両
国

の
少

子
・

高
齢

化
の

進
行
に
伴
う
社
会
シ
ス
テ
ム
再
構
築
へ
の
課
題

斗 斗 柑 上 世 卓 出 噂 ≠ 已 鐘 声

。 言 及 上 伸 巾 且 工 阜 且 ‘ 庇 巾 呈 上 け 為 せ 卓 也 止 巾 止 ゆ 中 生 。 一 咄 上 底 斗 庇

。 五 ・ 斗 脚 。 一 票 押 上 卓 也 虎 舟 山 中 止 止 皐 旦 中 華 早 出 空 碍 率 皇 妃 ♀ エ 鱒 空

。 一 声 停 叫 止 血 ヰ 基 い 皇 匝 仰 且 埠 仰 兄 巾 。 王 旦 ＼ 阜 且 は ． 成 巾 皇 卓 阜 埠 旦 壬 〇 十

斗 伸 也 豊 丘 但 噂 皇 小 骨 伸 也 巾 〇 三 匹 咄 仰 あ 伸 也 且 卓 や 庇 巾 巾 培 土 斗 仰 適 匝 阜 止

但 也 巾 け 卓 や 斗 桓 斗 阜 付 与 地 上 － ゝ 盛 位 牌 止 せ 皇 巾 停 叫 卓 也 仰 挿 せ 叫 中 華 且

箪 小 人 Ⅴ 詮 上 白 ＼ 学 や 鱒 早

曳 ユ 上 二 阜 上 皿 － 。 叩 け 卓 也 止 血 此 1 。 匝 上 埠 。 亘 上 ¢ ゆ 侃 停 止 仰 山 成 せ 及 位

曲 巾 上 。 三 中 也 皐 停 郎 阜 岨 巾 止 国 々 上 l ゝ 盛 。 】 里 心 豊 。 廿 阜 仰 叫 叫 止 せ 皇 巾

呈 上 丑 山 二 軍 皐

∽ ∽ 辞 盟 主 呈 巾 州 斗 ヰ 匝 帥 混 血 借 皇 仰 ヱ 上 皇 恒 壁 上 皐 巾 〇 一 卑

也 巾 仲 島 坤 且 阜 半 日 曲 や ゆ ヰ 巾 皇 也 卓 也 上 卓 上 仰 昌 瓜 。 一 ヰ 止 上 程 巾 他 わ

帥 　 停 躍 ． 〇 一

小 峰 〇 一 止 呈

ヱ 咄 ‥ 叩 旭 丘 ．

ユ ヰ ♀ 泣 付

卸 喀 卑 甘 。 了 一 斗 伸 上 仰 且 析 出 北 斗 仰 叫 与 卓 上 ¢ 旦 ヰ 埠 皇 且 中 破

且 且 　 並 主 峰 但 畠 　 中 且 尊 皇 　 也 卑 　 〇 一 上 土 巾 　 中 盛 〇 一 忠 旬 匝 エ け 旦 日

成 巾 皮 目 恒 心 主 よ 坤 巾 華 止 且 ヱ 上 土 や 出 血 也 皐 〇 一 匝 エ ー ー 何 せ

坤 は 皇 叫 止 革 や 止 半 場 匝 但 主 峰 中 主 ゆ 且 借 止 匝 学 位 豊 丘 け さ

㌣ け 阜 巨 曲 卓 也 皇 巴 且 上 勘 や 上 け 底 止 単 為

（ こ 穆 叫 阜 喧 巾 止 出 血 革 ゆ 中 主 止 王 国 斗 上 与 阜 付 回 や 呈 止 止 せ 為

り 此 N － 小 樽 州 卓 也 巾 止 境 や 日 劇 阜 ゆ 止 仰 望 巾 ヱ 足 早 土 地 呈 上 増 血 停 鎚 。 一

卑 ゆ 位 匝 但 〇 一 皇 暗 A V 迫 血 血 －

曲 ∴ 甲 鱒 せ 血 ． 脚 宗 主 〇 一 ヰ 且 　 日

通 阜 半 ば 旬 他 生 皇 　 単 且 阜 仰 ヱ

ゆ 〇 一 N O 辞 皇 　 ヱ 匝 且 　 阜 巨 　 泣 付

成 巾 阜 　 王 国 阜 中 　 位 豊 丘 　 碑 州 巾

岩 辞 工 但 l O 帥 　 鳩 卓 ． 　 単 単 年

N O u O 瓜 皇 仰 　 成 巾 止 　 u ひ ． ↓ 辞 皇 　 主

宰 工 　 也 元 巾 … 芦 忘 主 立 　 ∴ 慧 還

且 　 鳴 脚 〇 一 上 皿 　 醇 小 　 骨 印 〇 一 他

見 匝 帥 皇 脚 且 担 辻 重 ．

停 側 か ・ 庇 皇 ● 　 〇 一 ヱ 　 略 せ 　 兄 且
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此 一 「 山 霊 」 ヱ 卓 出 伸 也 也 仰 皇 〇 三 叫 主 星 与 等 主 宰 皿 合 主 皇 位 皿 巴 仰 成 城 ○ － 上

皇 叫 声 嘩 塾 側 骨 伸 也 伸 也 且 卓 出 帥 帥 仰 呼 起 小 皿 曙 け 郎 巾 ユ 且 昭 平 目 星 叫 声

愕 側 止 出 血 や ゆ 巾 此 巾 止 埠 ○ 盲 † 且 ≠ 柵 畠 山 且 出 廷 畢 阜 且 声 け ¢ 革 皇 止 せ 0 ナ

ヱ 朝 通 且 主 星 斗 N O 主 星 ヱ 匝 山 手 上 中 皿 r l r ． 佃 停 母 皇 仰 臆 や 止 噌 け 旦 出 血 阜 止

叫 斗 斗 通 底 尊 皇 也 通 草 仰 上 皇 巾 埠 〇 一 倍 員 ． 呈 上 土 ・ ヰ 伸 也 ∴ 兄 且 地 ． け 正 也 血 ム 肯

け 阜 培 匝 卓 立 仰 旦 但 わ 碑 上 程 ヱ 祀 巾 且 停 〇 一 上 皇 叫 声 目 地 阜 ゆ ヰ 仲 止 柑 帥

抑 止 巾 止 N 豊 丘 柑 帥 伸 也 也 阜 仰 兄 ゆ 吟 上 阜 出 廷 早 。 一 見 〇 一 N O ∽ 〇 位 呈 抑 止 巾

卓 上 止 坤 叫 且 仰 巨 此 卓 也 卓 也 剋 〇 一 卓 出 皇 脚 也 仰 。 右 。 － 畢

阜 焙 ． ヱ 且 愈 ∵ 中 也 廿 ‥ ヱ 上 皇 立 上 T 林 立 嘉 。 一 旦 ∵ 鱒 や 止 ゝ 七 号 土 止 五 三 阜 嘘 h V 泣

卑 〇 十 エ 一 旦 ヰ 仰 姐 皇 妃 皇 卓 也 破 却 止 ヱ 呈 仰 廷 旦 日 金 月 旦 。 寸 借 早 出 成 せ ゆ

せ 。 】 皐 伍 僻 止 偲 － け 仰 － 冨 ○ 伍 呈 呈 巴 泣 声 阜 且 焙 じ 旦 庇 巾 巾 せ 郎 早 せ 車 中 ヱ

早 口 ♀ 叩 血 中 基 旦 草 ヽ 三 ． ヰ 〇 十 一 呈 匝 巾 車 帥 帥 吋 ヰ 阜 仰 且 卓 也 成 功 空 盟 主

血 生 他 車 半 場 止 皇 坐 ゆ 伸 上 阜 仰 皇 抑 止 皇 皇 且 起 仲 仕 瓜 連 早 い 星 的 斗 也 叫

皇 妃 上 土 且 u 匝 且 匝 血 阜 止 血 且 ヱ 早 い 位 旦 止 呈 帥 － 冨 ○ 瓜 皇 基 金 忠 地 巾 t 也 止

≠ 中 辛 且 上 位 皇 位 巾 阜 呈 巾 喀 血 〇 一 や 停 伸 せ 仰 小 皿 ヱ 巾 や 止 但 中 也 通 草 仰 且

止 且 咄 与 や ヰ 立 止 工 巾 ゆ ヰ 巾 伸 也 且 坤 位 娃 皐

阜 声 申 皇 仰 ヱ 巾 卓 也 叫 さ 阜 皇 仰 〇 三 早 成 阜 呈 抽 斗 他 生 仰 せ 付 匝 庇 早 舟

劇 虚 血 止 斗 脚 七 。 一 豊 川 空 号 て 芳 五 二 冨 ≡ 云 忘 止 単 車 曽 二 巳 芸 頭 首 ■ 庇

也 。 一 手 且 隻 脚 巾 弾 弥 ） 皇 皇 止 阜 仰 望 仁 摩 也 呼 止 世 塵 呈 寸 劇 巾 斗 仰 せ 叶 － 。 丁 互 丁

止 上 伸 叫 や 皇 堰 且 £ 但 斗 脚 ヰ （ 潮 解 至 止 　 旦 皇 田 上 。 三 　 砿 付 出 帥 斗 也 中 華 畢

璧 慧 ∵ 禦 川 単 三 叩 阜 豊 吉 二 警 戸 上 曳 血 道 ゆ b h 単 作 勘 や 早 通 呈 什 立 皇 山

上 巾 仰 皇 位 や 止 血 曲 。 － ． 主 帥 中 主 脚 坤 匝 旦 皇 碑 且 伸 也 躍 仲 通 止 巾 且 皇 卓 上

畠 中 。 一 声 挿 停 車 匝 よ 呼 止 坤 ユ 伸 上 ≠ エ 也 〇 十 。 三 塁 且 q h 車 噴 き 車 匝 早 出 ユ 虫

也 ∴ 鱒 佃 ． 咄 声 や 。 忘 斗 且 卓 l ゝ 此 皇 皇 位 ヰ 和 上 也 巾 且 埠 浮 上 皇 坤 ○ 】 卑

－ 芝 伽 広 也 や 呈 呈 上 ¢ 僅 半 。 】 　 主 星 卓 上 仰 ． 且 巾 ヱ 　 且 虚 血 巾 巾 中 也 且 豊 。 簡 単

や 金 噂 止 焙 適 せ 匝 車 中 斗 脚 ゆ 停 1 ∩ 仰 兄 匝 帥 此 却 硬 骨 巴 泣 早 阜 且 倍 ． 庇 豊 丘

地 中 。 一 叫 旦 皇 妃 且 上 也 巾 ． 叫 声 ヰ ○ † 叶 と 上 位 金 止 仕 点 上 呼 叫 旦 £ 呈 上 壬 上

碑 畔 旦 ・ 皇 卓 上 ■ 止 血 皇 皇 妃 ヱ 上 山 止 瓜 巾 ． 上 叫 卓 上 止 徳 島 呈 上 庇 巾 鱒 中 也 ．

也 坤 阜 車 匝 伸 上 鎧 巾 把 叶 ゆ 埠 旦 他 心 地 声 ヰ 立 脚 呈 上 い ヰ 皇 止 成 金 巾 且 培 h

暗 ♀ 岬 。 青 車 中 皇 皇 僅 中 側 嗜 。 一 也 仕 草 ヰ エ 匝 ♯ 斗 郎 巾 停 恒 仰 剋 基 や 停 阜 且

臆 上 付 串 巾 把 叶 剋 叫 n 巾 皇 け 噂 小 粒 仰 倍 ． 亜 倒 恒 基 地 虚 位 喪 停 巾 ． 臼 此 仰 桔

止 咄 斗 ） 巾 ∴ ユ 皇 庇 ∵ 骨 血 管 早

い 兄 小 骨 瓜 倒 小 皿 ば 旬 噌 け さ 停 叫 且 半 場 且 仰 兄 中 止 ヱ 碑 皐 。 二 〇 伍 卓 絶

巾 呈 上 仰 仰 臆 坤 。 一 皇 帝 且 卑 生 押 仰 鹿 骨 止 哩 け 巾 叶 且 申 出 妃 位 埠 半 。 一 割 工 且

斗 u 呈 劃 焙 。 一 也 且 － 巾 は 斗 叫 碑 匝 也 呼 止 曽 † 止 脚 け 斗 上 せ 豊 一 旦 伸 〇 五 ．

主 君 十 。 一 也 ヰ 巾 成 巾 誉 一 ♀ 工 手 ． 停 坤 ■ 呈 倍 一 中 軸 ． 曽 蒜 叫 伴 星 。 丁 三

Z H E S 阜 臼 叫 但 ÷ 旦 岬 巾 ● 岨 巾 。 一 時 1 。 伸 也 通 草 仰 抑 止 坤 且 尊 皇 旦 伴 星 且 呈 日

中 卓 出 辻 井 小 皿 仰 油 性 曾 三 祀 皿 皇 舟 曾 † 巾 皿 巾 ． 申 年 岬 皇 壷 は 阜 仰 旦 玉

単 項 陣 中 叫 止 せ 且 止 叫 阜 噂 皇 妃 建 旦 日 時 苦 竹 卓 上 ¢ ゆ き 色 旬 哩 け ト 言 及

早 舟 匝 他 項 脚 巾 ・ 〇 三 巾 普 † エ 匝 叶 誉 一 号 二 号 こ 巾 主 項 郎 阜 仰 兄 事 且 上 せ

阜 且 辟 匝 位 培 也 卑
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U 皇 呈 出 呈 帥 曹 廿 暗 但 号 一 己 卑 〇 十 〇 一 郎 暗 中 且 且 旭 且 叶 ． 中 手 早 但 且 豆

比 丘 埠 ¢ 皇 嶋 止 。 † 碑 平 時 上 「 誉 王 皇 い 且 也 皇 止 碑 庇 呼 止 母 君 十 0 7

日 や 旦 増 朴 止 ユ 也 巾 主 管 一 任 也 空 毒 止 呈 上 豊 丘 皇 曾 忘 上 箪 匝 但 培

旦 し 旦 白 ∵ 停 n 一 中 〇 五 ・ 伸 也 － ○ 瓜 皇 噂 呈 郎 ≠ ゆ 金 坤 ゆ 倍 曙 上 皿 ． h 恒 也 星 空

囲 。 扇 ゆ 斗 叶 尊 皇 碑 川 島 斗 脚 ゆ 庇 巾 皇 堰 且 £ 且 皇 停 － 冨 昆 虫 曳 け 仕 也

ゆ 仕 皇 碑 中 也 車 中 空 車 き 阜 叶 上 臆 せ ト † 血 中 咄 止 血 阜 姐 声 阜 且 声 虎 ヰ 山

卓 也 伸 也 旦 畑 中 斗 叶 単 量 乎 仰 主 匝 申 半 場 止 血 立 劇 昭 呈 押 叱 巾 や 巾 l O 仰 山

硬 や 帥 珪 b 上 皇 豊 丘 何 倍 他 早 い 鎚 巾 呈 皇 位 止 血 点 巾 且 也 些 仰 ． 中 破 倍 血

盟 盛 中 主 増 車 仰 洋 脚 過 去 β 巾 且 正 也 皇 止 上 せ 仰 智 V 三 。 † 樽 皐

忠 毒 草 竺 宣 布 空 運 逼 這 意 苗 埠 慧 ∵ 孟 豆 姜 蛋 皇 空 ＝ ご

卓 也 上 け 畠 1 0 抑 止 也 管 玉 ・ U 止 血 ゆ 虫 呈 上 出 師 曹 簡 略 単 為 仰 碍 且 埠 ． 且 ヽ

上 付 ∵ ヰ 上 皮 丁 叩 止 血 ／ 脚 呈 血 ． 相 星 側 斗 巾 叫 ヰ 阜 什 軸 旭 丘 叫 但 庇 止 ゆ 脚 止 l 。 囲

い 卓 也 や 日 日 や ゆ ・ ♀ 〇 一 止 主 立 埋 草 岬 や 慧 茅 二 監 丁 だ 遠 面 色 高 吟 叩 草

卓 上 立 命 旦 皇 旦 抑 止 臼 峰 阜 日 比 卑 ＝ 呼 上 押 上 成 巾 止 ヰ 国 国 々 〇 一 且 豊

や 抑 呈 上 上 帥 皇 巾 「 睾 ヰ 咋 止 逼 r I 「 国 々 」 呈 ≠ 郎 阜 臼 眩 中 ．

上 叫 卓 且 庇 巾 止 増 日 日 や 巾 也 哩 ≠ 止 止 血 亜 匝 帥 停 車 止 仰 血 管 一 斗 鱒 早

且 停 － 諾 ○ 瓜 主 星 仰 且 阜 〇 三 碑 ト † 呼 号 † 呼 止 主 立 小 暗 且 仰 国 々 l O 伸 也 僻 照

準 呼 出 ヰ 主 宰 且 土 面 匝 帥 工 忘 ㌻ 骨 吐 岳 旦 】 冨 ○ 瓜 皇 皇 臆 仕 出 基 郎 皿 ． 〇 五

車 叫 日 華 匝 阜 叶 や 日 日 や 止 ユ 惇 伸 也 巾 I n 仰 〇 三 抑 止 庇 華 巾 埠 呈 仰 山 － せ 由

中 主 叩 け 1 ゝ 帥 斗 阜 立 上 ¢ ト 中 主 匝 伸 上 皇 や 卓 也 巾 上 付 但 伴 ゆ 成 立 時 巾

中 日 旦 躍 進 上 皇 巾 〇 一 早

や 停 ・ 且 叫 卓 且 庇 巾 止 せ 巳 二 言 中 軸 上 皇 卜 且 稲 浮 位 剋 巾 〇 三 皐 卜 旦

皇 位 巾 曽 一 仲 基 ゆ 暗 中 逸 ゆ 皇 止 勘 普 忘 。 正 師 岡 倍 。 十 叫 叫 止 ≠ 止 姐 皐 い

い 勘 や 皇 此 ゆ 匝 旬 他 皇 与 声 。 蒜 叫 故 事 止 押 迫 止 血 斗 ≠ 呼 止 廷 卑 中 波 匝 早

他 車 ∴ 甲 や 墓 皿 上 側 五 一 庇 他 皇 ム ー 「 主 立 小 暗 且 仰 帝 止 停 仰 ぎ 柳 瀬 ヰ 皇 巾 日

出 曾 王 劇 団 抑 止 且 把 畢 〇 一 誉 一 旦 匝 － 冨 昆 虫 止 日 豊 忘 〇 一 ∵ 璧 莞 且 帝 虚

空 呈 二 三 皇 ♀ 旦 悪 道 再 伸 智 慧 二 二 岩 石 皇 要 一 ユ 抽 斗 早

い 且 手 樽 但 1 0 四 倍 脚 呈 上 や 増 血 建 手 付 兄 巾 － 「 主 立 如 ＝ 晦 但 旦 」 仰 ∴ 甲 や 呈

卑 小 佃 曾 】 ≠ 喀 血 や 仰 誉 一 上 伸 阜 卑 官 一 土 成 巾 皇 妃 工 上 「 主 立 ゆ 晦 且 仰

々 し 止 庇 也 ゆ 晦 且 匝 侃 さ い 劇 主 軸 呈 上 辛 目 阜 倍 早

（ N ） 主 立 ゆ 暗 且 仰 国 や 止 阜 皇 巾 嘘 卑 且

与 ． 。 一 旦 巾 帥 上 皿 叫 呈 上 。 十 〇 一 仰

望 二 蒜 血 中 普 遍 巾 菩 芸

伸 也 巾 止 日 々 皇 仰 山 豊 山 単 且 匝

地 声 与 － 川 山 け ≠ 且 旦 通 噂 。 † 芦

阜 単 且 斗 叫 ヰ 叩 他 山

導 畔 上 恒 尊 皇 也 逼 且 鱒 早 目 完 三 ． 呈 止 他 ＝ 甲

壬 些 ♀ 鱒 早

空 鷲 二 言 芸 道 寧 叩 止 寧 号 一 生 位 ∴ 甲 や 巾 ・

止 l O 抽 斗 仰 上 嘩 坤 0 】 寧 声 血 呈 r － 「 隠 也 隠 止 庇 巾 止 血 車 中 皇 帝 阜 付 出 や 止 幸 崎

巾 ∴ P ≠ 里 血 ∵ 卓 増 血 〇 一 泣 声 法 皇 ． 叫 斗 畠 中 七 草 仰 脚 色 仰 ． 〇 一 旦 巾 伸 上 伸 也 車 阜 仰

側 上 山 ㍗ ヱ 五 一 〇 十 〇 一 円1 n 止 庇 ヰ 心 血 巾 伸 上 阜 仰 勘 ヰ 止 血 庇 中 也 出 超 卓 也 阜 旦 上 場

仰 上 申 仰 〇 一 泣 声 〇 一 皇 位 且 斗 成 巾 止 也 や 国 々 皇 妃 且 上 「 基 止 血 ∵ 暗 且 什 ∵ 国 や 」

止 上 増 ○ 】 琴 平

也 や 帥 上 皿 q q 車 立 巾 工 叫 勘 や 上 位 呼 止 他 出 皇 川 上 草 「 感 吟 匝 仲 尾 畠 中 卓

（ l e a ヨ i コ g b y d O i コ g ） 」 卓 出 阜 仰 山 血 潮 止 国 庫 仲 通 叫 止 匝 囲 い 止 卑 仰 喧 嘩 旦 泣

辻 や ． 日 朝 也 止 ≠ 忠 叫 但 蝕 小 国 や 他 項 阜 手 盛 謎 他 〇 一 リ ム ： 空 叩 せ 由 印 や 皇 妃

且 上 「 睾 空 岬 喧 寧 W b 哀 し 止 土 樽 巾 停 押 付 止 噂 巾 ヰ ヰ 尊 皇 他 皐 卑 且 声 工 叫

呈 且 鴎 庇 巾 止 血 戯 叫 且 仰 ． 倍 叫 也 也 仲 基 ユ 仰 山 皇 位 碑 斗 且 一 成 巾 止 郎 此 単 車

中 小 伸 上 且 位 庇 卓 上 叫 ¢ ≠ 止 止 血 車 軸 皇 呈 乎 仰 埠 噂 l O 伸 也 呈 也 泣 声 U 一 畢 仲

基 碑 基 軸 也 匝 帥 小 皿 仰 呼 止 泣 虚 位 也 促 成 巾 止 且 且 咄 郎 地 上 ユ 呈 也 泣 声 U

池 島 皇 鴎 卑 且 上 皿 仰 止 血 ・ 〇 】 ヰ 匝 帥 阜 仰 喧 巾 呈 止 且 止 虐 〇 一 手 打 叫 阜 仰 斗 仲 基

適 車 庫 エ 栂 阜 仰 什 也 〇 一 叶 且 阜 担 い 抑 止 申 咄 〇 一 噂 鱒 草 寧 早

〇 一 祁 ‥ 卑 皿 止 し 甲 阜 ヰ エ 呈 上 ． 国 々 巾 郎 卓 上 T O 一 旦 巾 帥 上 皿 舟 場 〇 一 〇 三 阜 〇 十 〇 一 巾

虫 僅 鎚 且 豆 － 上 也 小 皿 叫 巾 阜 巾 ≠ 止 呈 主 星 呈 伸 也 瓜 ゆ 国 主 与 〇 十 〇 一 旦 皇 瑚 止 阜

仰 鎚 小 暗 他 卓 出 阜 仰 止 ヰ 呈 上 ヰ 日 日 や 止 呈 斗 畑 中 い 匝 乎 且 仰 国 土 ． 他 州 阜 － 臆

鑓 伸 也 吐 血 〇 一 控 泣 声 ヰ 抑 止 何 軒 瓜 巾 如 上 斗 呼 出 帥 阜 仰 匝 寧 日 卓 上 仰 〇 十 〇 一 皿

増 中 止 単 山 上 ． U 島 中 ゆ 中 豊 呈 上 仰 停 他 皐 咄 声 碑 址 巾 － 〇 十 〇 一 半 金 噌 相 星 上 申

羊 叩 喀 血 単 且 旦 面 単 仰 血 豆 〇 一 且 － 国 主 止 血 噂 巾 ○ † 〇 一 且 豊 丘 斗 叶 血 中 他 日 ． 血 且

や 出 仕 ヰ 卑 仰 成 〇 一 早 〇 一 且 停 ∴ 甲 坤 〇 一 血 且 川 上 碑 庇 也 〇 一 隠 州 止 匝 伸 也 呈 且 泣 声

〇 一 剋 〇 一 「 主 立 小 暗 且 付 出 や し 止 地 軸 ヱ 早 ． U 剋 巾 ． 佃 島 叫 卓 也 庇 ゆ 虫 碑 郎 但 停

仰 上 皿 や 呼 P 伸 上 基 い 卓 也 庇 巾 控 勘 国 や 止 止 上 皇 上 側 斗 エ T 〇 一 畠 中 帥 ユ 帥 小 皿

阜 中 帥 仲 基 は 止 斗 且 半 時 位 也 建 卓 仰 鎚 巾 止 且 鴎 卓 出 喧 嘩 小 姓 槌 早

い 且 与 ． 主 星 斗 品 位 上 け 惑 星 止 塾 基 地 上 せ 地 車 且 叫 且 庇 巾 巾 瓜 坤 尊 皇 且 州

止 塵 や 仕 ♀ 呈 上 ． 匝 骨 適 地 皇 止 停 止 皇 帝 上 皿 肥 ゆ 伍 瓜 碑 早 い 柑 呈 上 「 主 よ

巾 ‥ 畔 且 仰 ∴ 鱒 押 し 巾 国 や 他 ヰ 呈 上 主 帥 中 止 噂 巾 ヰ ヰ 尊 皇 他 卓 ．

与 ． 担 岬 山 羊 空 苦 言 二 号 一 抑 止 二 叫 声 血 ∵ 寧 噂 止 し 鱒 戯 ゆ ∴ サ 斗 風 塵

停 坤 也 也 皇 止 嗜 脚 帝 や 匝 仲 基 ユ 伸 也 や 車 中 巾 〇 一 巾 庇 中 小 ． 車 皇 「 ∽ ∽ 瓜 皇

呈 L 躍 如 〇 一 巾 〇 一 抑 止 也 一 匝 巾 噂 叫 こ 誤 ∽ 瓜 ） 匝 匝 曜 金 曜 阜 中 也 ≠ 呼 止 逮 建 国 皇 単

寧 叩 鑓 且 上 l け 慮 丁 斗 呈 上 ． 巨 恒 也 旦 止 ヰ 上 皇 帥 埠 ヱ 停 卓 ． 叫 斗 弛 ヱ 阜 ○ 言 一 郎 伸 上

仕 や 早 出 示 ∴ 讐 モ 芸 ∵ 中 学 叩 k h 立 山 ∵ 学 曽 菩 P 阜 仰 山 芯 芯 丁 字 雪 子 ユ 叫 声 岬

巾 此 脚 卓 上 虫 停 可 r 止 せ 呈 出 巾 や 止 阜 仰 兄 〇 一 や 出 ∴ 甲 や 且 山 号 草 押 上 L P 学 卑 廷 且 ．

U 兄 巾 止 血 通 わ 匝 付 出 呈 止 せ ゆ 斗 0 － r 阜 呈 阜 仰 せ 卑 ユ ゆ 且 和 郎 卓 上 仲 通 仕 ゆ 吋

中 辛 叶 色 畠 や 止 l 。 伸 上 皇 上 皿 娃 早 い 且 エ ■ 卓 上 且 叫 申 せ 単 量 斗 辻 廷 早 却 斗

工 咄 郎 也 鴎 巾 旦 仕 草 且 血 主 立 車 中 叫 坤 阜 仰 工 止 せ U 噌 叫 止 斗 且 巾 吋 且 ． 止
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増 皇 　 呈 呼 呼 止 止 中 州 喧 々 仰 喧 呈 　 上 匝 仰 兄 〇 一 娃 n r ヰ 倍 ． U 址 中 也 上 皿 　 也 巾 止

止 皇 個 且 皇 位 伸 也 也 且 止 　 車 庫 皇 　 且 盛 上 斗 卓 上 単 一 停 車 机 上 　 心 慮 止 　 脚 呈 　 控 仰 上

申 卓 也 住 他 車 呈 上 　 〇 一 巾 且 通 草 付 与 呼 ゆ 一 色 母 卜 帥 上 　 皇 仰 せ 他 皇 卓 出 阜 叶 卓 也

且 止 皇 　 巾 上 伸 仰 但 伴 伸 皇 伸 上 埠 ゆ 帥 阜 仰 　 兄 〇 一 妊 与 ． 止 増 且 且 止 　 止 峰 車 中 単 軸

早 与 曽 主 神 冊 上 単 押 隠 〇 一 〇 十 エ 単 ． 借 主 増 伸 と 呼 止 止 鵬 中 咄 上 皇 仰 嗜 虐 匝 仲 ， 上

伸 叫 匝 ゆ 此 却 阜 仰 申 立 ユ 巾 通 歳 時 ≠ 泣 付 且 　 上 位 且 斗 他 仕 ○ 】 姓 や ． 土 成 旦 　 皇 碑

伸 止 血 阜 庇 皇 　 皇 停 也 止 巾 － 単 皇 斗 〇 十 エ 阜 l ゝ け 匝 咄 抽 斗 仰 且 や ゆ 土 曜 匝 帥 呼 l 。

叫 ぶ 　 止 州 単 位 血 呈 嘩 サ 岬 帥 草 吟 舟 こ 号 音 ∵ 碧 雲 等 〓 至 で 】 卓 ．

〇 一 皿 停 血 主 立 車 中 斗 叶 尊 皇 　 旦 三 　 並 碑 止 伸 一 叶 皿 － 斗 且 　 止 止 巾 〇 十 〇 一 仰 相 星 上

伸 仰 　 止 噂 巾 ． 止 抑 止 巾 　 〇 十 工 建 且 声 　 血 卓 也 l O 帥 　 呼 ヰ 樽 　 見 〇 一 「 章 票 岬 　 晦 単 作 　 出

や L  O 一 班 卓 ．

側 二 位 止 一 ド 庇 ‥ 河 山 血 ∵ 立 付 　 芯 の 〇 位 皇 車 皿 － 3 0 広 島 皇 　 心 血 ■ 　 庇 巾 血 ∵ 出 血 ∵ 鑓 主 立

噌 且 　 上 皇 軸 心 上 嶋 ． ヰ 勘 国 々 折 挿 せ 哺 通 わ 帥 恒 也 止 l 。 押 印 上 場 止 l O 帥 増 皇 碑

早 ． 哺 且 l O 匝 付 随 中 主 止 呈 且 皇 止 車 や 也 叫 ヰ 国 呈 〇 一 且 桓 叫 ヰ 国 斗 上 皿 　 隠 止 （ 仕

飴 色 ヰ ） 皇 　 斗 斗 帥 ヰ 匝 帥 坤 草 咄 底 止 臼 ． 匝 坤 国 や い 皇 叫 阜 斗 止 血 他 適 い 帥 昭 島

也 建 卓 ． U 且 恒 也 止 即 位 且 　 坤 主 軸 呼 増 せ 剋 〇 一 阜 帥 　 「 挙 空 岬 咤 止 仰 出 品 し 〇 一 辻

ヰ 二 U 鎚 巾 ． 〇 一 止 血 止 阜 中 止 尊 皇 但 皇 廷 〇 一 一 位 中 主 此 叫 呈 上 　 且 喀 血 ♀ 且 鴎

嘩 碑 と 呼 止 　 止 や 〇 一 手 並 血 中 叫 上 乎 叶 や 也 　 ヰ 止 〇 一 ． ヰ 日 日 や 〇 一 叫 陶 仰 望 ○ 寸

匝 伯 仲 土 　 成 停 車 也 　 鎚 中 止 ヱ 停 早 出 恒 心 皇 止 中 止 　 卓 也 皇 上 　 皇 恒 也 他 　 庇 巾 止

血 阜 醇 巾 仕 ヰ 呈 上 庇 巾 止 や 日 日 や 且 亜 旦 仰 　 「 基 止 血 ∵ 暗 且 什 ∵ 国 劇 」 　 虚 血 止 一
柳

く
迦

伸
幸

止 皇 止 皇 曲 止 血 妊 早

皇 ゆ 伸 上 ． 如 上 斗 出 仕 焙 呈 上 　 斗 増 伸 上 樽 見 小 一 抄 や 止 　 止 血 　 ヰ 虫 阜 巾 梓 川 仰

剋 ○ 】 　 ♀ エ 早 ． 卓 也 き い 匝 中 耳 且 　 耳 旬 壬 亨 醇 巾 ヰ 叫 止 　 他 項 押 上 　 上 伸 叫 叶 や 叫

停 仰 土 建 畢 伸 也 巾 ヰ 叫 巾 梓 川 仰 隠 呈 上 上 せ 止 妊 与 ． U 也 主 星 仰 ． 咄 巾 ≠ 止 〇 一 伴

国 主 半 抑 ヱ 碑 畠 中 巾 鹿 且 旦 斗 伸 也 仰 剋 〇 一 〇 三 芦 匝 仰 〇 十 〇 一 斗 ∴ 子 は 壬 血 塵 一 塁 血

中 噂 関 崎 巾 泣 付 剋 〇 一 旦 白 ＼ 早 舟 ∴ ユ 軸 〇 一 翠 翠 早 ＝ H 宰 呼 声 ∴ そ 一 伸 也 主 唱 也 ∑

呼 止 　 増 抑 止 庫 〇 一 阜 〇 一 豊 丘 　 ヰ 坤 ゆ 碑 中 止 上 伸 呈 　 上 脚 卑 仰 阜 止 陶 斗 主 峰 且 や

。 三 止 叫 増 せ 及 位 巾 且 也 上 皇 仰 臼 卓 也 暗 中 埠 血 〇 一 ≠ 止 他 項 且 神 立 皇 阜 且 巾

噂 皇 位 早 手 。 て 十 〇 三 抑 止 旦 哺 樽 崎 位 ゆ 庇 与 与 中 ユ 止 匝 帥 他 悼 皇 陶 上 峰 且 斗 一

国 や ユ 抑 止 　 早 手 伸 上 　 過 半 也 建 早 〇 十 上 伸 〇 一 単 や エ 旦 言 五 二 菩 讐 岬 庇 由 迦 血 上 恒

ヰ 皇 止 且 但 ゆ 上 帥 。 一 里 卓 出 ， 増 叫 伍 呈 皇 咄 中 位 や 泣 付 具 申 〇 一 卓 也 け 此 皇 血 止

血 仰 址 。 一 。 一 ヰ l O 帥 且 息 粗 早 且 打 出 帥 　 「 羊 空 叩 晦 寧 押 出 哀 し 止 。 一 ヰ 巾 旬 坐 せ

樽 見 〇 一 員 ．

脚 ． 「 呈 止 血 ∵ 暗 且 付 ∵ 国 々 」 〇 一 伴 一 〇 宣 伸 〇 一 卓 也 曳 け ヰ 〇 一 壬 郎 寸 皇 阜 旦 旦 個 。 一

郎 卓 也 色 喧 嘩 ゆ 噂 阜 仰 剋 巾 桓 叫 や 仰 剋 巾 〇 三 早 い 止 。 l 卑 与 。 】 仰 。 一 上 伸 ヰ

皇 止 及 位 ゆ ヰ 匝 巾 叫 阜 仰 鑓 皇 止 皇 ヱ 匝 け 借 主 卑 借 主 呼 止 主 立 。 一 暗 且 也 旦 単

目 早 仰 址 巾 や ¢ 噌 叫 且 卓 也 呈 上 此 脚 阜 仰 剋 〇 一 伸 也 〇 一 旦 ∵ 他 車 呈 上 「 羊 空 岬 暗

且 仰 日 夕 巾 也 停 巾 庇 逮 停 ヰ 噂 匝 帥 〇 一 咄 ユ 虫 皇 享 立 位 止 ‡ 一 旦 止 血 庇 且 仲

通 止 阜 仰 剋 巾 空 言 仰 国 々 伸 卓 也 呼 出 ゆ 叫 声 成 巾 止 超 勘 帝 成 停 畔 上 且 且 止

皇 卓 立 増 量 他 車 U 見 巾 仲 仕 日 中 － 瓜 叫 上 庇 止 止 叫 ■ 土 成 庇 匝 噂 巾 加 越 匝 帥 阜

仰 庇 呼 止 鱒 空 岬 単 誉 莞 ∵ 管 皿 や 空 軍 こ 品 ） 止 上 峰 。 玉 山 帥 峰 小 姓 早 成 巾

止 出 回 山 草 空 等 一 一 土 成 皇 皇 碑 仲 立 止 せ 血 中 叫 帥 卓 也 他 や 止 皇 止 豊 中 且 止 h

琵 琶 白 阜 鱒 ∪ ∴ 還 わ 臼 恒 思 「 主 立 巾 暗 且 「 － r 勘 や 」 皇 泣 浮 草 P 鱒 吟 ♯

翠 早
い 且 工 ． 。 一 皿 僅 仲 且 旦 旬 立 位 皇 呈 停 咄 伸 巾 や 仕 草 仰 庇 巾 止 停 止 ≠ 且 叶 ・

】 器 ○ 瓜 皇 皇 岬 且 旦 叫 帥 庇 や 且 い 也 中 崎 皇 位 皐 旦 巾 巾 や ゆ 斗 但 主 峰 仰 せ 且

主 O J 声 臼 桓 且 菩 任 官 孟 二 芸 亘 仰 鱒 中 世 管 玉 且 蒜 。 五 ・

早 。 一 曲 且 但 旦 糞 露 地 ） や 止 叫 島 中 斗 叫 旦 呈 旦 ユ 虫 皇

－ 冨 ○ 広 島 旦 他 巾 小 曲 旦 皇 叫 旦 止 肥 ゆ 心 付 卑 P 庇 打 山 （ － 当 崇 等 畠 且 喀 血 適

中 主 神 中 ユ 抑 此 仕 皇 止 盛 上 叫 郎 卓 上 虫 草 成 巾 土 成 巾 冊 位 叫 ゆ 皇 仕 阜 且 鹿

は 卓 也 皇 匝 ＊ 巾 抑 止 や 仰 剋 匝 帥 如 け l 爪 ヰ 噌 阜 鹿 は 立 且 哺 ヰ 中 田 匝 造 皐 挿 碑

呼 ゆ け 叫 皿 ゆ 伸 上 止 卓 也 阜 l 爪 け 叫 皇 皇 伸 坤 巾 祁 車 皇 墓 場 且 ≠ 泣 声 U 皿 阜 －

－ 冨 ○ 瓜 皇 仰 特 上 け 墓 碑 け ¢ 主 星 斗 主 伸 也 阜 伸 上 土 地 皇 与 捧 位 上 上 皇 皇 ヰ 停

早 出 皇 止 坤 星 や r I r 埠 皇 帥 軋 巾 打 叫 皿 〇 一 中 州 阜 姐 早 舟 且 ． O K 五 且 巾 ▼ 虚 仰 ●

虫 虚 空 帥 伸 也 也 仰 仕 庇 ヱ エ 丁 金 は 庇 ヰ 巾 停 止 血 色 打 叫 劇 中 劇 皇 阜 且 ， 止 坤 虐 げ

叫 卓 也 中 也 ゆ 車 l … 達 也 早 い 也 卑 且 即 位 打 叫 卓 也 単 五 仰 。 一 早 や 止 せ 早 仰 せ

臼 斗 叫 斗 皇 旦 巾 申 せ ゆ 斗 且 叶 。 三 伸 也 国 や 。 一 旦 羊 阜 他 七 二 聖 賢 烹 － 鱒 咋 也

皇 叫 卓 喀 血 巾 叫 虚 血 l O 帥 也 伸 卑 仰 鎚 ゆ 桓 寸 借 「 睾 竿 岬 喧 止 押 出 哀 し 巾 皇 帥

伸 上 世 上 巾 埠 。 一 哩 早 目 五 三 一 U 剋 巾 主 匝 巾 斗 且 巾 彪 即 阜 仰 旦 ユ 。 一 上 田 連 声

巾 芦 。 三 世 上 申 偉 さ 呼 止 且 脚 〇 三 心 血 巾 車 上 卑 仰 兄 中 止 叫 峰 借 地 。 一 「 豊

中 岬 喧 虚 押 出 施 し 。 一 箪 鴫 。 王 巾 他 〇 一 旦 巾 〇 三 仰 〇 一 ヰ 叫 基 軸 ヱ 巾 中 か 仰 巾

鱒 翠 莞 P 血 石 這 ∴ 聖 子 ÷ 且 伸 也 面 ） 三 〇 一 単 相 劇 三 五 ル 二 号 戸 〓 品 重 〓 聖 岬 上 程 。 一

曲 匝 乎 且 埠 浮 早 い 仰 山 丘 仰 ゆ 皇 呈 阜 仰 鎚 皇 止 盛 上 斗 〇 三 芦 。 一 也 止 二 や 血 ‥ 卓 也

阜 止 止 血 庇 且 巾 虚 立 卓 上 虫 停 勘 や 呼 止 匝 帥 上 「 単 車 叩 晦 単 作 b 哀 し か ∴ 止 川

通 性 止 噂 巾 且 阜 皇 位 早 成 巾 且 国 々 ゆ 杜 仲 l 。 仰 せ 仰 担 上 皇 止 借 主 庇 伸 也 巾

仰 ヱ 阜 叶 呼 声 阜 巾 申 せ 巾 斗 且 仰 〇 三 脚 立 巾 や 叫 停 伸 上 止 血 也 。 一 旦 上 皇 上

上 的 且 皇 且 廷 n r

O 一 也 他 止 斗 且 仰 ． 且 脚 色 且 。 十 〇 一 斗 手 工 仰 止 由 壬 出 走 喀 皇 山 車 押 出 巾 且 工 娃

早 叫 匝 庇 阜 阜 畔 上 呼 且 ヱ 叫 呈 皇 中 世 主 帥 中 国 や 上 l ゝ 慮 ヰ 坤 史 上 偉 。 一 也 妊 上

皇 叩 。 一 旦 ． 且 血 ∵ 岬 且 一 。 十 〇 】 坤 且 戒 巾 且 勘 や ゆ 虫 停 如 上 や よ 巾 ． 州 且 国 々 劇 仰 旦

巾 庇 巾 且 臼 や 止 他 項 壬 立 位 皇 ヰ 且 庇 巾 ヱ 国 主 や 止 ゆ 郎 止 匝 帥 阜 仰 也 巾 勘

や ユ 他 及 位 且 叫 中 位 逸 早 舟 呈 ○ 重 臣 や 皇 斗 主 卓 や 〇 一 申 せ 〇 五 日 や ■ 旦 叫 也

〇 一 皇 国 ヰ 一 叫 匝 庇 国 々 ． 主 峰 出 庫 叫 ． 〇 一 位 且 巾 単 や 叫 庭 中 押 通 ゆ 帥 阜 仰 旦 喧
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停 勘 や 止 埠 庇 皇 倒 立 ゆ 叶 且 ． 伸 也 阜 巾 や 血 生 巾 骨 止 。 三 郎 叫 停 伸 上 巾 ヰ 島 や

阜 畔 上 血 巾 － 空 道 三 言 返 勤 王 き よ 悪 筆 丁 善 玉 〓 謡 〓 富 。 三 脚 且 勘 や 単

位 坤 旦 侃 皐 盛 上 鎧 ゆ 斗 也 。 十 。 諒 仲 通 ヰ 〇 十 止 せ 叫 呈 埠 。 † 仰 且 上 伸 坤 帥 伸 上 且

起 草 仰 兄 中 神 辛 皮 工 追 伸 阜 £ 盟 主 止 仲 卸 阜 ≠ 旦 仰 主 帥 中 日 少 時 庇 ゆ 主 峰 阜

仰 止 伸 也 　 上 梓 ヱ 　 且 泣 〔 r

壬 。 † 斗 車 泣 匝 旦 伸 二 冨 〇 位 呈 皇 尊 皇 半 里 帥 金 色 庇 巾 止 頑 日 日 や 巾 仲 基 車 皿

盟 仲 川 仰 中 主 仲 基 皇 且 阜 仰 也 巾 軸 旦 逸 早 い 兄 巾 － £ 〇 位 皇 了 伊 州 ∴ 甲 州 止 や 喝 臼

呈 上 嘘 上 位 臼 五 郎 皿 ゆ 三 瀬 旦 且 二 諾 ○ 瓜 基 軸 焙 皇 且 皇 単 軸 阜 ¢ 旦 卓 且 巾 。 † 砿

押 出 呼 軋 面 由 止 匝 亘 寧 日 五 百 － 第 〇 広 呈 嶋 畠 中 上 崎 仲 仕 仰 ♯ 阜 上 帝 斗 碑 車

坤 臼 仰 望 心 血 仰 中 主 。 一 早 〇 五 停 止 呼 超 叫 皇 旦 草 卓 出 卓 出 上 付 中 世 け l I 抑

止 ・ 且 止 － 。 匝 母 ≠ 噂 や 坦 姐 早 い 皇 叫 声 日 昌 郎 皿 皇 皇 皇 一 也 l 。 匝 止 呈 阜 仰 兄 ゆ

上 恒 也 皐 也 帝 且 中 也 巾 。 互 岬 且 皮 停 但 皇 卓 出 巾 姐 上 皇 巾 l O 叫 車 叫 勘 付 与 避

止 塵 止 ゆ 帥 停 ≠ 姓 卑 乎 上 声 皇 且 卓 也 ゆ 叫 豊 上 。 言 及 匝 恥 。 一 匹 且 ・ 叫 皇 【 号 単

牢 乎 岬 止 由 七 山 誓 言 丁 や 基 色 盲 正 二 慧 岬 軒 単 単 一 上 せ 姓 手 早 曳 且 。 廿 阜 仰 兄 巾

。 十 。 王 斗 適 。 一 之 エ 山 一 や 出 せ 短 ÷ 欄 。 忘 丁 仰 兄 ゆ き ヰ 尊 皇 且 建 串

。 一 皿 せ 二 鱒 単 ゆ ‥ 羊 叩 ♀ 呈 ． 愕 蔓 草 P 仰 ． 〇 一 伸 せ 血 ∴ 挙 止 匝 血 ∵ 程 ≠ 風 面 　 「 挙 空 岬 喧

且 仰 ∴ 鱒 や 」 止 勘 ヰ 但 卓 也 他 且 押 通 ヱ 巴 班 員 仰 見 巾 。 義 幸 栂 池 。 玉 ． 〇 二 冨 ○

瓜 呈 祀 皇 ヰ 仰 超 日 華 国 土 止 卓 上 底 止 皇 皇 偉 止 脚 巾 ． 害 丘 卑 呈 出 施 皇 ヰ 呈 止 元

通 わ 匝 里 中 阜 仰 剋 ゆ 斗 叶 尊 皇 逸 早 日 比 巾 位 や 此 巾 止 岬 仲 通 正 坐 巾 叫 抽 斗

単 菅 十 旦 叫 且 阜 仰 斗 中 辛 蛇 巾 と 也 土 成 巾 仙 上 位 皇 皇 且 乎 ユ 虫 華 中 車 止 。 一

項 仰 せ 付 日 々 上 け 感 性 皇 且 主 項 坤 ゆ 上 。 三 仰 日 々 呈 止 〇 一 皐

亭 呈 血 也 上 皇 ㊥ 暗 〇 十 ヰ 仰 叶 皿 止 呈 上 （ 選 別 ） 巾

】 冨 り 伍 且 皇 叫 但 呼 止 叫 且 伸 上 せ せ 品 位 上 け 慮 止 叫 且 仰 ． U 此 巾 伸 也 且 上

1 ゝ 虚 位 ひ い 瓜 皇 豊 丘 地 神 巾 主 立 斡 早 手 。 三 】 冨 ○ 広 島 止 血 主 星 舟 製 止 叫 巾 且 巾

中 也 や 噂 呈 、 玉 且 庇 巾 巾 守 一 咋 地 皇 卓 也 皐 ． 也 や ▲ 甲 平 皿 聖 で 一 － 普 遍 〇 三

。 宣 伸 帥 上 皿 仕 空 言 臼 旦 付 与 単 性 豊 丘 呼 止 皇 但 皇 阜 叶 中 主 極 上 。 玉 卑 且 一

朝 耳 。 三 倍 土 噂 借 主 呼 且 主 立 巾 や 也 尽 け 小 出 帝 豊 丘 叫 佃 巾 増 佃 峰 ≠ 巴 建

瓜 兄 巾 ・ 也 呈 血 管 一 号 － 叶 且 畠 中 叫 車 尊 皇 碑 や 目 地 中 骨 巴 守 一 皇 q q O 亭 止

呈 仲 夏 〇 位 皇 且 庇 巾 巾 位 菅 一 中 止 叫 や 叩 耳 単 甲 府 高 畠 上 皇 豆 ¢ ヱ 0 市 井 旬

モ 二 品 含 量 血 ヰ 早 手 羞 三 選 也 書 ‥ 芸 垂 苧 三 三 上 宝 還 皇 早 雲

∪ 仕 草 血 豊 嶋 ♀ エ 芦 ＝ ＝ 官 岩 二 等 一 上 1 ト 盛 押 モ 十 与 り 漣 吾 ナ 且 仰 叫 上 品

管 玉 b 阜 什 宝 二 一 け 追 出 叫 血 煙 〇 一 ヰ 一 国 や 上 1 － 成 田 挿 主 帥 巾 埠 噌 ゆ 匝 旬

皇 匝 止 阜 上 張 中 骨 蚊 主 也 娃 平

皿 ヤ ー 並 呈 旦 哩 〇 一 庇 通 止 － 冨 ○ 伍 皇 皇 叩 日 々 上 1 － 通 止 q O 呈 出 帥 埠 且 且 妃 建

皐 略 上 峰 停 止 蓋 ・ 目 星 血 血 ・ 〇 一 且 睾 車 軸 巴 † 皇 帝 且 叩 卓 也 呈 上 ． 〇 三 学 〇 十

エ 旦 通 由 也 聖 二 で 一 阜 五 号 十 倍 上 付 池 巾 わ 苦 言 出 廷 上 皇 巾 〇 五 ． 〇 一 匪 叫

巾 － 岩 〇 位 皇 皇 仰 且 や 匝 卓 山 臣 増 山 停 剋 〇 一 且 且 ． 主 よ 止 「 喝 出 土 丁 目 上 息 一 旦 鳴 正

広 上 申 中 止 〇 一 や 誓 言 ∵ 空 叩 中 耳 盛 適 血 豆 止 血 主 宰 血 石 ∴ 目 星 学 莞 川 手 票

畔 巾 仰 望 止 虫 上 皿 止 〇 一 翠 翠 早

早 手 押 「 － 麗 ○ 瓜 皇 帝 倍 皇 ‘ 巾 成 上 勘 や 立 止 血 呼 止 皇 王 事 瓜 た き 中 ≠ 止 皇 川

上 阜 仰 せ 旦 如 上 ． ♀ ヱ 仰 止 単 月 止 旦 旭 呈 上 血 道 巾 叫 上 卑 仰 日 脚 上 け 慮 ゆ 抑 止

世 塵 桓 赴 皇 皇 碑 虫 上 皿 止 。 一 声 帝 ヰ 血 相 〇 一 旦 白 ∵ 斗 「 1 r 止 上 白 や 止 血 也 止 血 止 。 一

ヰ 鑓 斗 坤 〇 一 一 位 や 巾 中 底 適 性 旦 皇 呈 樽 ヱ 埠 〇 一 旦 巨 田 仲 。 † 仰 且 他 車 巴 仰 血 盟

通 止 せ 呼 止 島 中 車 用 ユ 叫 叫 呼 出 也 適 度 皇 呈 呈 且 碑 此 岨 止 だ 庇 巾 止 日 々 追 越

せ ヰ 知 日 ヰ 且 呈 也 皇 妃 乎 且 稲 小 骨 詮 豊 丘 泣 声

阜 巾 尊 王 仰 ． 。 † サ ヰ 金 や 止 中 世 舟 け 為 せ 皇 呈 踏 出 上 皿 止 。 】 早 い 兄 巾 叫 押

号 孟 〓 芯 立 且 面 畔 超 聖 子 聖 忘 二 言 迫 山 草 町 喀 莞 ㌻ 誉 言 上 風 車 莞 道

草 且 声 出 場 且 中 也 。 王 事 叫 桓 皇 但 碑 他 項 阜 巾 匝 吟 伸 旦 叫 血 盟 也 止 血 且 卓 出

呈 上 ∵ ♀ ヱ 仲 。 一 主 叩 浮 け 誉 苛 二 品 元 旦 咄 普 茶 二 芸 道 軸 室 豊 川 誉 一 也 止 且

呈 也 建 4 ．

。 一 皿 伸 也 上 皿 止 尊 皇 上 申 車 止 巾 日 々 上 l ゝ 虚 位 皇 盟 主 也 埠 噴 け 帥 さ せ 日 日

や 叫 止 l 。 帥 車 止 血 臆 せ ㊥ 皇 皇 伸 也 。 這 ゆ 呈 上 停 早 い 且 恒 也 且 ヰ 桓 旦 帥 上

皇 也 伸 上 。 三 1 n b ． 仙 皇 二 叩 日 脚 ∴ 学 田 ユ ‥ 平 坦 停 （ 一 旦 且 中 匝 帥 増 日 日 や ゆ 脚 け

上 叫 一 「1 r 「 4 日 ≠ ∽ 他 呈 」 且 地 上 巾 鴎 盛 卑 皇 位 早 豊 中 斗 〇 一 見 目 ∵ 叩 豊 丘 一 箪 哨 風 面

停 塁 押 せ 国 且 欄 呈 上 斗 謎 。 一 手 且 止 卓 也 旦 虚 劇 中 匝 斗 斗 仰 「 嘩 但 通 由 」 仰 せ

勘 国 々 盟 主 匝 巾 ヰ 哺 匝 帥 上 中 也 停 皐 ．

僅 寧 日 ヰ 基 や 埠 底 止 皇 位 皇 呈 呈 上 仰 「 且 叫 卓 上 止 国 や 巾 停 止 阜 出 し 早 叩 他

呈 上 ． 此 庇 止 仕 上 止 止 短 小 半 。 王 単 ． 〇 十 〇 一 借 主 噌 借 上 呼 止 主 立 叫 。 叫 上 声 皇 血

ヱ エ ∴ 呼 坤 血 ∵ 叩 皇 「 阜 町 虚 し ゆ 上 伸 仰 r 主 匝 申 せ 皿 伸 し 〇 一 仕 日 劇 「 金 伸 せ 」 止

血 上 や 噂 呈 呈 上 他 早 舟 且 勘 上 皿 帝 虚 血 性 皇 値 呈 上 ヰ 皿 伸 旦 主 命 仙 巾 血 色

坤 中 。 一 旦 上 血 立 豆 百 ． 聖 舌 二 蒜 芥 旦 互 也 ‡ 嘩 留 ま 芸 二 言 。 王 q r 皿 皇 中 世

ヰ 抑 止 且 鹿 旦 辻 手 付 址 。 一 郎 伸 也 卑 押 通 斗 止 呼 止 何 日 止 血 ヰ 叫 皇 止 土 成 的

与 号 吾 川 超 せ 呈 皇 豆 旦 且 且 。 一 也 碑 と 嘩 借 上 呼 止 ヰ 朴 ヰ 車 中 呈 嘘 止 匝 伸 上 ゆ 阜

叩 け 也 伸 。 一 拍 止 血 建 畢 壬 。 三 日 阜 止 せ 中 主 車 巾 ㊤ 他 止 一 ◎ 止 庫 ， ◎ 旦 押 ㊥ 且

止 止 砂 上 四 七 十 上 皿 伸 也 － 。 帥 小 皿 。 三 借 主 畔 世 上 呼 止 ヰ 朴 ヰ 噌 皇 烏 早 手 巾

車 中 且 。 王 単 ， 祁 巾 兄 巾 控 。 三 止 ヰ 阜 仰 兄 巾 伸 也 l O 抽 斗 生 血 匝 匝 阜 ヰ 阜 仰 剋

ゆ b h 速 亘 ．

上 皿 偉 巾 や 立 ≠ 恒 阜 呈 上 也 上 皿 仰 日 豊 完 皇 皇 阜 且 ． 増 田 世 知 主 仰 坤 叶 佃

脚 卓 上 碑 小 骨 廷 泣 叫 ． 叫 豊 丘 ≠ 止 劇 過 半 上 峰 噂 ゆ 止 仕 上 ユ 仰 剋 巾 。 † 正 斗 卑

目 し 讐 平 坦 泣 ユ 一 旦 叩 ヱ 皿 ． U 且 工 ． 止 仕 や 斗 与 。 † 噌 皇 阜 旦 碍 中 仙 借 ゆ 川 舟 豊 止 川

通 1 。 抑 止 阜 仰 せ 如 阜 如 上 斗 坤 斗 逸 早 い 兄 叫 。 一 「 羊 空 岬 暗 単 作 b 哀 し 旦 血 道

や 昨 ∴ 誉 ヱ 〇 一 皇 且 建 上 皇 申 〇 一 早

さ 1 y 皇 他 車 庇 巾 呈 止 ヱ 也 皇 埠 〇 一 ● 止 巾 且 日 劇 上 け 鳴 也 皇 盟 主 但 埠 鳴 l 。 伸 上
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号匝昔青垣阜七匹七引♀机∠号純音暫汚紳士せ帥l∠市匝巨睾10割∠

諒奇匝「勘Y匝早良持転岳阜」輔的封と号也・lo泣引♀約号削〇七

l沌甘言鮒臆割帽烏紬匹ね帥ね紺青卓也引拍⊇捕l匪小ト音魯

副Y阜青銅∠匝量1Y擾割Y垂l010号鍾匝言七番計帥呂06・ミH♀七喘

洋l沌甘kh∠士書七言レ帖澤相持ちIk昔肘号「和Y桓早島摘阜」

セ符丁首胞七紅胞陸昏倒帖士魚拓「勘Y k草根巨晶阜」

‘棚田匝匝lo七諒40糾弾l打昔肘青魚昂kl∠喜市邑≠盲冨澤寺号帥lo

引010号引∠川○kk三洋士最古Ik魯肘・言副01o r与正号匝各号帥」・言

炬諒七昏市邑首席k士齢虚言泣言セhl0lo泣言個紅古寺「春雷手短各

号紬」‘帥泣串柚は10－10泣こ一小kr・わ博士尋匝号泣割と○葺○呂

甘重臣帖辛匝引∠＝○抽尋10巨臣匝昔言下紳士・詩せ綽l紬鹿邑

1∠l咋音別Y k酎Y h七小お寺再刊沌昔号泣手持与長軸手首す串臣

葺匝阜青銅∠匝皐1Y串割Y再l010皐さすlo削∠卑官帥斡06・号詩碑匝lo

七昏払邑7番lYb辞せ言わ有終士‘言帥k附せ臣正せ刷とマ陀摘紬払

lo臣事純IYl袖手言昔匪音別∠紬小言言剛〇七紅・七lo臣医王甘巨

春日レ割Yl紬匝手首肘号椴せせ号純良1∠卜占k倒∠l∠冨臣・佃0首長せ詩

IkEち封と姉別0lYlo阜鳩恒的阜諒匝富市砲車炬烏匝古書純白セlo臣

引Y庫畠引掩k音詩皇糾柁桓10lYl01ルOZ・号炬臆匝nコせ長糾柁短

さ登場富七港与最良せ号泣持剛Y匪帥諺k匝せ邑官主匝腑筒lYlo良

庵音号l沌blrをl∠沌陛肘葺匝Tlo卓Ia匝士lo「ll・6Jlo首⊂1封葛富加

ね小暑純良　抽臣Iklk手首Y kl細tZ●引￥k喜郎t b士官石蕗皐を臥

七帯Tl♀圭詑言下泣言1♀

号炬鵬甘帥提言ミ巨去甘匝「富正号純音馴∠」・帥臣砲手昏・紬す

●セ尋ね肘百七番lY島亡‘hkT・七持す帥泣号提腱風音「富匹号は希書＆

h∠」重石一言す臣毒せIY阜号音匹blピー臣毘・号良書陪臣甘言lと草根重刷〇

七削∠由号泣剖♀肘l∠号b串Ikl相良号反古亡号音炬匝吊ねは＆

‘匪正号劃∠臥臣持直せ官一似Y阜世別略号引∠剥きlY鼻音卓也転写T三

洋匝箆甘割と号也卜引○長与削01∠10小七陸別∠Tbhlo号砲＆blo引∠

k旨言海乾す1∠セ小寺箆甘割と卓也匝郎00Z合計臆せ士昔・睦はl∠中音匝

帝IR恒k巨也砲炬匝邑甘引Y草根重昂わーnkr・わ儲け1号局長トミせIkl￥正

喜匪音別Y鹿島をl頼他市l紬富根‘号トト澤l帖は∠与圧桓亜個066t・糾kl。

乾生提言す短音号泣言1卑官鹿青首経書持古匹陛k音詩炬l∠言号Iblo言やk

三l沌訊‘匝市せ炬ROS6Tや拓持古提長吉引nk言わ跨祐葺抽言1∠号＆

。号か匝l∠■セhl。童怠尋1。除草也喜士Tl古せ炬剛とl∠号泣＝七楷卜沌埴

匝n　叫と言下書l∠k臣世阜正号lと1∠青首寺主巨払●舌箆甘言lY早島lY小さlと

●わ苗bIk博士尋匪号臣士

匝阜肘い桓巨邑・匝箆甘言lと　辛毎号打抜せせ昔‘セ伽lト）臣10卑lo剛R重　言亨l∠

暮せ註　匝1Y富　岳ね睦匝　匝紅塵せせ書中1Y富　岳ね持kIk卓‘l♀盲●わ拓bl∠匝

巨士官首長邑lと1∠kblo稔は　言や巨寸書1♀k　陸揚‘ト1♀匝　匝泣　邑陸路lo言下

昌岳　匪＆号音最右号音か尋ね　拓也町々‘世を亡●七品享書手IY与良　k世正

喜l∠‘レ睦給l∠世良炬　匝マ乾　匝士IY　罠．寺号言伽Il0lY存在命　匝「lk邑S去正也J

世「詑IY k卓也　良品阜」号世路吉　肘魯hY　旺〇号鵬　亡‘七拓巨臣杜∠　言古短音　号

泣　手軽草庵　号巨h∠春雷　桓炬誤066t‘号臣甘言lY　尊顔　昏IYT　匝罷Zl　吊9661

トや各号盲主脾k「（姐）l01Y k（Y）烏lY」葺世も阜書匪1Y邑正せマ■ld

七重倭巨

富　レ言7番IRやk　垣根一七伽　匝臣Ik世塵臣loせい　k臣甘言lY草根青首hY　虹○

昂炬誤066l‘葺loせ　匝程昂IYl∠士言匝士甘Ib「専正号匝各号紅杜∠」尋klo

●b拓hlo号泣手車1Y主言匝中書

卜占k h巨豊臣‘klo医官　桓せ喜鳥1Y kblY hlo与良阜‘冨首稔1Rl∠lY匹言l∠

喜重　臣寺号やIY阜％邑腱hlo阜魯－bhlo％紅富　計u∠　t6lolo引∠lo h心証を

持せ剛∠l勘レ‘睦匝　匝巨貴市卜ねや首長IY音七号埴土すlo邑l∠hセh　セlo

語lと与正副レ良港匪l∠担号音臣号婁‘b他号≠一　匝l010【百烏1Y砲烏1Y諒　レ匝

昏睡　臣詩　邑寺‥hlとセhlo‘号「与匹号匝阜青首は∠」ミ桓胞l01∠1YE七祀也

や瀾應Ikや主甘匝「与空言匝苗音声用∠」

‘苗吉紆与匝巨阜寺澤寺号阜10苗号匪臣匪臣号良書l匡臣　垣や小寺言肘‘号

や炬IY　匪臣炬重刷○　●わ苓　胞ね富貴Ik臣音詩手薄　胞l陪臣‘レ邑個食長音七首

長士lo皇k10lYlo七七号書育て＝●七持去lRlk百号魯亨匝首臣雷匝亡‘号‘R

暑‘烏lY‘号臣邑エⅠ昏々IYIY払0卓In昏lo主拒食雪路せ‘短音●わ花b暑匝炬IY

号世良臣盲レ尋iohb　言下旨主　旨卜を　青首肘lo毒せ小　国匡虹‘号腱肘　匝士

陀臥せ硲hlo号泣言l￥亡匝陪臣　匝糾〇号陸士卓1∠iY疋匝音詩‘号「与圧ミ

匝阜音声用∠」卒去甘lo胃′邑匝巾偏066t●わ拓澤丁せせ宙Ik言責剛Y‘小巨亡

‘b持す箆巨泣言やIYlk号暴風陰性∠匝匝昏あマIY富匹

匝音詩‘b邑号諒匝　恒良旨　邑寺号「与正号匝各号針h∠」●七指揮手長別座せ

言下首　昏臣汚lo臣下　陪食魚雷ね号lo最・匪臣　馴打　砕7一言トト澤　匝1Y芭∵手

持匝長路　巨匝陪臣婁●わ削♀払レ言下臣詩臣寺号せk炬　匝旨再転則Y尋刷Y

串l010号刷Rl∠言ママ‘トト澤　MY正号匿諺路Ik，セ匹匝炬争0961セ拓lo泣

言巨を詩言下邑詩糾O k阜奇声■青魚晶　匝酬∠　路マIY与正副∠lkl。針士昔

‘レト渾　睦Ib音別Y亡‘軒別三世レ匝七師直桓阻邑巨k壱僑肘1∠廿匹琵澗長

音糾○　胎齢　匝巨℡　匝息わIY許せ正斤　匝士昏‘bl古寺最長言古わ荘官音詩臣
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晦 早 W  b 如 し ヱ 　 上 境 旦 押 隠 0 7 r

U 且 壬 ． 「 咄 呼 止 色 超 抑 止 上 程 し 且 帥 吟 受 用 匝 旦 上 皿 佃 二 ㍍ 三 　 川 這 五 二 讐

止 　 せ 豊 里 山 草 仰 州 為 せ ． 適 匝 単 ． け 半 日 曲 や 畠 中 阜 肝 主 匝 中 止 止 ． 上 砂 塵 一 喝 か

。 一 旦 ． 匝 加 ・ ユ 佃 ∴ 甲 旦 且 上 田 や 血 ふ 1 0 匝 仰 呈 中 崎 や ㌍ 仰 主 仰 伸 せ 中 主 中 。 一 旦 ． 匝

旦 ＝ 学 喝 単 量 什 一 ユ 巾 止 　 出 せ 半 日 や 卓 適 巾 巾 鵬 匝 帥 主 点 阜 且 　 ¢ 仰 樽 ． 恒 也 噂 帝

寧 叩 旦 巾 壬 蚕 食 早 ∴ 芯 王 ． 此 巾 土 地 皇 金 峰 阜 仰 上 申 仰 且 呈 上 陣 場 巾 島 々 僅 中

也 ． 主 軸 呈 わ 止 血 仰 劇 中 皇 中 り 。 叫 わ い 半 場 巾 勘 卑 小 畳 且 卓 出 主 匝 中 国 車 軸

や 慧 蒜 ∵ 賢 に 二 至 芸 貢 二 畔 卓 草 書 巴 ∵ 峰 骨 沌 宗 丁 ゆ き 叩 帥 中 也 虚 空 両 や

中 上 帥 匝 呼 皇 ） 巾 ∴ 甲 旦 且 呈 星 山 ∵ 上 土 且 一 砿 且 血 匝 僅 池 　 畔 早

い 且 与 一 日 旦 止 基 旦 仰 豊 や 皇 位 佃 伴 借 中 豊 巾 此 l O 想 卑 旦 且 也 仰 出 せ 皇 但 迦

阜 仰 ÷ 嘩 仰 止 　 伴 星 斗 呼 成 　 金 他 　 見 〇 一 早 い 兄 　 埠 。 一 。 † エ 畢 且 且 借

上 且 碑 主 中 ゆ 匝 峰 早 咄 豊 里 付 与 噌 叶 且 中 止 止 巾 ヰ ヰ ゆ 瓜 仰 比 。 一

U 兄 四 日 や 巾 ヱ ÷ 〇 三 巾 止 単 位 0 】 ヱ エ 臼 ∵ 鱒 挙 止 〇 一 卑 呈 州 立 遍 在

略 虫 噂 兄 ○ 】 早 ヰ 恥 上 恒 わ 此 皇 上 皇 且 仰 且 車 旦 阜 芦 他 位 通 塾 止

桓 卓 帥 　 噂 卓 ．

泣 叫 剋 〇 一 卓 ．

兄 ○ 】 仙 ∴ 也 巾

且 皇 亘 丁 山 立

単 や 菩 ユ 皇 両 。 玉 T ． 皇 旦 斗 匝 止 血 仰 巾 ○ 前 項 止 斗 仰 且 止 。 一 手 ユ 巾 巾

且 帥 ヰ 皇 妃 早 ヰ 和 上 恒 匝 血 盟 出 師 巾 上 皿 勘 卓 上 巾 増 血 草 也 鱒

♀ 什 ‥ ヤ 巾 的 ∴ 翠 ÷ 茎 叩 日 干 讐 苧 ヱ 一 山 一 幸 や 申 し 甲 甲 一 也 且 二 障 甘 ・ 兄 ゆ 血

祁 成 匝 旦 い 耳 斗 斗 伸 也 址 は 斗 心 底 ヱ 仰 ヱ 砲 墓 碑 鑓 亡 き 」 ㌫ 巾 。 一 手

成 上 単 旦 ユ 卸 留 吉

匝 祁 　 庇 阜

呈 瓜 〇 一 早 目

他 　 出 〇 一 旦 ．

∽ ○ 和 也 　 や

阜 ヰ 上 嶋 卓 也 ． 幹 也 且 仰 ‥ 叩 。 玉 劇 中 巾 一 旦 叫 卓 且 庇 巾 止 せ 日 日 や 止 叫 巾 也 適

塾 巾 山 上 ． 出 超 上 一 日 庇 一 上 阜 陶 早 出 阜 仰 ≠ 頼 且 皇 位 粒 ○ 】 仰 斗 為 せ 峰 や ㌍ 中 日

吟 呼 小 二 誉 ヤ 日 立 王 － 侵 豊 玉 鱒 二 蒜 挙 止 中 空 号 二 言 芸 皇 他 重 苦 一 一 ヱ 基 軸

÷ 仰 。 十 。 一 坤 ゆ 遠 耳 停 旦 鱒 且 呈 上 申 せ 峰 ≠ 蚊 仰 せ 皇 ば 剋 拍 車 適 噂 祁 廷 早 〇 一

旦 畔 。 一 中 学 空 岬 曲 学 停 手 中 〇 一 位 や 巾 上 伸 匝 尊 皇 翠 号 音 「 伸 呼 止 止 や 中 止

上 背 L 且 抑 止 通 止 巾 ． ヱ 他 小 粒 仰 剋 〇 一 卓 出 ヱ 皇 停 早

手 声 。 】 鑓 巾 旦 皇 主 星 也 他 見 小 皿 工 阜 仰 址 巾 。 王 早 但 且 且 止 碑 庇 巾 盟 主

坤 的 ∴ 単 為 仰 ． 「 E r ゆ 皇 国 押 匝 サ ヰ 巾 且 田 中 曲 。 】 目 上 他 出 皇 由 仁 上 位 皇

川 上 阜 r l r 誉 五 ・ 劇 喧 且 上 皇 や 土 地 仰 庇 阜 卓 出 泣 声 山 鹿 抑 止 点 上 心 血 呼 止 。 一

班 仰 舟 折 旦 却 匝 仲 仕 阜 乎 出 廷 早 与 。 轟 。 一 旦 皇 小 皿 盟 主 其 露 軸 義 臣 阜 且 呈 出

也 旦 中 り 叶 い エ 仰 。 一 暗 。 十 斗 且 曙 － 。 但 培 且 仰 上 皇 や 卓 也 止 幹 也 ゆ 斗 0 － － 倍 碑

皇 位 皇 ㌻ 叩 ヱ 旦 止 1 兄 巾 一 日 や 皇 相 生 ♀ 仰 ÷ 畔 仰 匝 小 さ 叫 や 苦 竹 阜 仰 且 止 〇 五 日

立 増 せ 早

舟 辛 止 通 与 。 一 仲 基 皇 せ 中 耳 仰 山 ÷ 止 彪 止 巾 1 ロ 地 声 中 平 卓 や 止 巾 皇 国 匝 日

々 臆 鑓 皇 但 誉 † 仰 七 時 岬 旦 皿 噂 中 空 亘 抑 止 巾 〇 三 且 停 一 旦 叫 阜 華 甲 上 帝

。 十 。 高 止 せ 朴 皇 悪 玉 サ ー 佗 他 車 巴 仰 兄 巾 聖 三 ∩ † ． 旦 普 一 い ． 1 伸 也 血 色

豊 玉 ゝ 石 」 手 慧 ∵ 耳 寧 巳 ＝ 賢 王 妃 ヰ 且 誉 ヤ 単 票 叫 埠 ○ 重 囲 上 せ 峰

巾 巴 早 い 把 且 埴 皇 単 位 咄 巾 号 曽 † 「 呈 止 巾 咤 旦 叶 巨 や し 且 早 且 咄 ∴ 導 仲 里

ユ ニ 鱒 皐 ．

ヰ 酔 生 巾 剋 ● 0 帥 小 皿 ． 「 挙 や 岬 吐 血 甘 出 品 し 巾 － 他 面 血 二 咽 勘 旦 ∴ 甲 主 星 山 号 早 耳

増 巾 島 中 匝 烏 や 巾 埠 庇 〇 一 与 〇 十 〇 一 世 呈 出 壷 単 作 鑓 l O 伸 上 阜 且 皇 出 血 土 地 ヰ 〇 一 建

卓 ． U 皿 壬 ． 上 土 上 側 也 也 且 巾 や 恥 埠 庇 ヱ 阜 〇 十 〇 一 郎 〇 一 〇 十 時 仰 ． 主 仰 陶 や 恥 畠 中

〇 一 中 也 せ け 址 〇 一 旦 臼 ＼ 早 耳 停 止 ． 旦 ゆ 吋 且 、 け 半 日 超 せ 止 阜 皇 仰 ， 呈 匝 （ 号 鞘 ） 壬 や

〇 十 止 咄 匝 よ ゆ 斗 伸 也 仰 見 埠 l 。 帥 仰 望 仙 崎 や 蚊 卑 中 〇 十 与 桓 哺 伴 匝 阜 叫 吟 皇

朝 廷 ゆ 皇 皇 位 匝 伸 也 巾 ． 1 ナ l ゝ 匝 但 位 且 上 皿 阜 仰 「 阜 申 し ． 他 但 且 巾 ≠ 巴 叶

「 ユ ゆ L k 還 遍 叶 ヰ 皐 基 阜 単 車 隼 基 早 誉 苛 二 言 「 且 止 し ． U 且 目 上 伸 上 且

卓 出 ． 上 如 し 早 や 臣 ． 上 伸 半 睡 且 叶 「 坤 帥 」 〇 一 4 ． 0 一 泡 叫 巾 匝 小 量 匝 皐 や 〇 十 止 他

噂 呈 融 三 亙 白 － 也 皇 恒 星 曲 阜 且 咄 叫 阜 仰 鎚 呈 止 呈 上 停 中 呈 上 政 令 泣 早 〇 一 鑓

巾 ‥ 誓 鱒 早 さ ∴ 甲 や 単 作 l T ▼ 郎 皇 也 斗 桓 功 乎 仰 〇 一 坤 阜 〇 一 些 皐 艮 坤 且 止 め 皐 田 仲

且 埠 仰 卓 ．

U 且 巨 「 睾 空 岬 ¢ 単 押 出 施 し 。 一 郎 通 塾 巾 斗 車 軸 桓 食 中 仕 但 「 。 十 。 一 世 と 噌

停 上 血 ふ 「 主 立 £ 早 的 目 し 早 目 阜 仰 国 主 止 ヰ 止 ○ 】 〇 十 埠 や 且 叫 サ 峰 山 い 翠 叩 上 前

ゆ ヰ 恥 阜 主 星 他 匝 他 車 曲 〇 一 早 通 匝 せ ． 側 皇 単 一 け 卓 出 此 卓 也 匝 祁 斗 二 十 止 血 皇

位 卓 也 也 過 小 十 倍 旦 上 皇 紳 〇 一 与 ． 脚 ． ヰ 皇 止 斗 舟 〇 一 エ ト 町 側 ． 加 わ 土 成 且 t T 州 立

曳 け 相 身 仰 剋 皇 且 呈 上 与 。 一 上 草 U 阜 呼 卓 也 血 盟 や ヱ 与 脚 阜 此 度 叶 皿 中 也

単 票 川 単 品 止 畢 上 中 早 雲 叩 与 革 阜 ユ 草 書 P 鱒 上 皇 伸 一 卑 「 主 よ か ‥ 呼 但 止 し 半

日 阜 仰 伸 也 巾 ． 頑 叫 碑 。 這 。 一 。 王 旦 － 虚 血 臣 止 血 停 虚 血 伸 上 や 斗 小 声 呈 血 道

上 皇 阜 日 成 此 ヱ 且 仰 〇 一 や 〇 一 烏 ．

。 】 鎚 巾 卓 阜 巾 畠 止 せ 付 出 中 止 三 尊 付 出 巾 。 王 早 目 ： 号 一 箪 皇 位 阜 斗 也 也 且

虚 位 塵 他 や 脚 ▼ 阜 巾 阜 嘩 せ 止 咄 呈 呼 止 仲 通 匝 帥 時 頼 付 け 皿 〇 一 神 妙 尊 皇 他 中 ． 単

脚 ヱ エ 叫 押 側 巾 土 成 〇 一 上 州 斗 止 増 皇 斗 増 俸 ÷ 也 呈 上 仰 ． 卓 上 庇 成 上 。 一 ヰ 。 一

也 躍 ． U 皿 工 ． 皇 位 止 叶 皿 過 半 卓 上 也 止 上 梓 匝 匝 且 瓜 阜 鱒 阜 巾 と 嘩 皇 皇 碑

叫 也 巾 匝 旦 ヰ 虫 止 斗 且 伸 上 止 血 阜 且 曙 l 。 弾 じ 卓 也 仰 叫 且 や 且 曙 ゆ 小 粒 仲

兄 。 一 声 。 】 中 叶 偲 ¢ 身 中 ． 与 噌 巾 帥 糎 巾 〇 三 早 匝 1 n ゆ 旦 巾 と 畔 畠 呈 止 仰 阜 仰

車 。 † 匝 上 底 ゆ 旭 日 ． 醇 巾 や 巾 上 呼 止 巾 仲 店 且 且 ¢ l O 瓜 喀 血 仰 叶 中 小 埠 ヱ 停

早 成 。 王 中 辛 叩 単 票 ∵ 空 言 二 誉 干 草 貸 一 也 中 豊 押 。 t 。 一 郎 ⊥ 堰 ヱ ∴ 羊 帥 b 「 基 軸

伸 也 中 神 卑 付 与 嘩 旦 金 峰 ゆ 畔 上 阜 畔 と 畔 中 位 エ ㊥ 斗 仕 草 。 一 呼 止 碑 庇 巾

車 上 叫 巾 喀 血 止 且 止 。 一 ヰ 中 辛 何 州 増 量 阜 仰 剋 皇 止 呈 上 出 鼻 通 性 止 中 也 叫 や

且 日 豊 庇 。 一 － 且 け 手 早 い 出 血 性 止 〇 一 粒 「 I r け 阜 臼 戯 単 軸 也 盛 上 農 地 巾 。 言

上 止 連 中 ．

ヱ 址 巾 ． ヰ 勘 日 々 。 一 旦 ユ 止 血 止 斗 且 巾 匝 也 阜 上 想 見 ゆ 車 起 草 仰 剋 巾 。 王

早 賠 上 け 睾 停 学 孟 r 空 芯 〓 芸 ∴ 荒 さ 旦 辛 苦 ． 「 羊 空 岬 暗 寧 押 出 施 し 且

ゆ 暗 。 一 号 慧 二 讐 貰 亘 畔 比 丘 且 義 仲 挿 亘 祁 亘 硬 鹿 草 間 寧 早 上 壷 且 呈 中 豊

上 峰 皇 与 り 一 也 位 皇 止 脚 旬 斗 泣 付 剋 川 中 。 一 単 量 正 長 崎 山 ∵ 翠 半 日 芯 三 一 卓 也 巾

山 地 。 一 。 王 早 手 巾 と 畔 阜 且 但 皇 建 。 一 旦 ユ 且 と 祀 尊 皇 斗 巾 豊 崎 ≠ 妊 仰 兄 巾
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上 皿 伸 。 一 冊 挙 愕 鎚 。 一 ユ 恒 謡 早 い 宗 主 皇 卓 也 鼻 血 単 卓 也 山 停 勘 や 血 単 軸 一 上 適

塾 。 † 畔 上 止 血 巾 咄 鑓 l O 帥 缶 瑚 阜 仰 戒 帥 挿 碑 且 庇 且 止 さ 娃 仰 中 主 姐 早

い 且 壬 ． 容 瓜 皇 旦 岬 且 や 呈 上 停 止 皇 阜 皇 斗 ≠ 瓜 。 一 也 皇 皇 皇 妃 ヰ 享 上 道

や 虚 血 ∴ 甲 叩 。 了 一 旦 基 や 卓 也 仰 埠 呼 阜 皇 匝 卓 也 早 成 也 止 血 帥 仰 抑 揚 や 皇 卓 也

伸 せ 及 位 基 軸 ヰ 仰 皐 や 国 止 止 血 巾 車 匝 盟 主 仰 ゆ 車 且 阜 叶 や 鴎 や 草 ヱ 也 止

血 且 卓 抑 止 止 や 並 立 且 皇 曲 伸 也 斗 叫 且 停 早 い ヰ 也 。 一 N 0 0 0 広 丘 骨 相 上 虚 巾

車 皇 帥 ＊ 皇 位 や 坤 。 一 中 里 二 鱒 停 「 巾 叫 車 出 土 但 し 他 見 。 一 箪 帝 主 止 阜 鑓 呈 上 車

匝 帥 小 皿 止 叫 伍 や 且 与 国 主 止 脚 色 ヱ 増 止 血 娃 上 皇 仲 基 。 一 旦 ヰ 声 皇 却 匝 仰 。 †

エ 担 ． 仕 や 虚 塵 呈 上 匝 血 中 鑓 阜 仰 け 骨 。 玉 ． 串 か 。 三 坤 。 王 地 車 。 一 仰 － 増 勘 小 曲

〇 三 阜 血 盟 即 中 立 呈 上 成 立 且 叫 や 卓 出 泣 声 卓 埠 ． U 鎚 巾 側 斗 与 但 脚 止 底 止

ゆ 虫 皇 仰 。 王 卑 皇 樽 但 叫 且 鑓 叫 立 。 三 上 止 血 ∴ 鱒 叫 鑓 血 二 阜 伸 也 曳 畠 中 折 。 三

畢 呈 皇 位 止 主 立 。 王 叶 皿 旦 且 位 碑 卓 上 止 血 止 車 巾 ト ヰ 阜 仰 増 血 。 五 ・

皇 位 阜 停 ヰ ゆ き 且 呈 捜 且 上 叫 わ 他 見 巾 ■ 早 ユ 喧 嘩 且 斗 車 阜 適 い 阜 且 坤 半 場

軸 巾 。 王 卑 叫 車 僅 与 也 匝 哺 阜 仰 増 血 卓 也 卓 也 呈 上 仰 ． 郎 与 や 抑 止 ヰ 仲 阜 脚 色

善 玉 立 郎 や 抑 止 ヰ 巾 巾 境 地 吟 や 泣 泣 声 卑 且 声 叫 止 華 や 止 叫 車 碑 畠 碑 旦

川 上 卑 仰 卓 鳴 停 中 旬 巾 ． 坤 斗 冊 仲 基 止 旦 血 庇 阜 仰 鎚 巾 相 伴 尊 卑 且 阜 且 け 卓 や

止 血 曲 小 一 主 立 阜 可 r 皿 皇 中 世 卓 上 止 血 皇 止 神 州 申 基 や 上 弾 じ 庇 虎 帥 ゆ 叫 叫

止 血 恒 帥 小 曲 卑 仰 鎚 ○ 】 佃 伸 阜 呈 他 卑

且 卑 且 叫 虚 や 中 止 必 匹 や 鴎 皇 皇 伸 上 伴 与 且 呈 上 叶 － 中 軸 旦 哺 停 止 叫 阜 叶 皿

〇 一 血 中 尊 皇 曲 亭 皇 阜 斗 け 単 五 や 1 国 劇 阜 1 位 斗 噌 け 仲 仕 虚 血 仰 但 叫 斗 伸 也

空 号 畠 ♀ 芦 ユ ふ 卑 号 工 阜 要 一 ヰ 中 里 巾 止 噂 巾 よ 止 血 － 。 帥 叫 中 や 仰 皇 い 止 坤

星 や 〇 一 坤 や 匝 阜 阜 仰 上 申 叫 阜 且 叫 金 〇 一 早 吾 ÷ 曲 亭 ∴ い 碑 阜 御 地 豆 二 三 芯 存

主 帥 伸 叶 誉 王 斗 且 却 庇 阜 追 伸 喧 止 止 ヰ 止 止 血 阜 叶 ・ 叫 豊 丘 且 止 血 上 皿 哺 阜

仰 せ 上 停 止 阜 阜 £ 且 呈 上 上 他 や 阜 仰 且 帥 帥 仰 脚 曲 噂 帝 廷 卑

阜 史 上 一 成 巾 。 】 ヰ 匝 帥 且 尊 卑 仰 仲 島 叫 。 十 豊 里 上 手 阜 単 仰 碑 側 止 。 十 。 諒 。 一 曲

桓 帥 阜 仰 桓 ヰ 上 l － 虚 偽 伸 也 ヰ 哺 巾 ■ 脚 与 や 抑 止 伸 也 匝 匝 小 皿 押 上 且 止 皇 位 阜

早 々 ㊥ 阜 且 阜 嘘 や 皇 止 嘩 停 隠 。 一 也 且 堵 巾 や 煙 草 や 且 寧 日 普 遍 ゆ 仰 且 痔

停 郎 皇 止 町 止 仰 ． 曲 且 止 成 増 呈 r U ユ 阜 仰 基 地 止 叫 い 匝 小 皿 阜 且 ‘ 晦 や 廷 皐

庇 皇 位 臆 叫 但 国 々 卓 也 呈 必 出 旦 止 匝 匝 上 皇 押 上 也 盟 主 戊 や 壬 卑 管 玉 阜 鳴

華 叩 呼 止 阜 睾 岬 停 超 ヰ 中 将 阜 応 祁 唆 玉

手 声 。 一 望 二 見 ふ 道 号 二 監 二 等 止 血 管 玉 ● 碑 叫 卓 也 伍 呈 中 上 。 宣 伸

瓜 ． 庇 此 止 l O 仰 せ ¢ 阜 且 旦 哺 停 桓 ヰ 畠 中 停 国 々 ユ 也 斗 ユ 叫 早 出 泣 付 隠 田 卓

也 。 玉 ． 卓 也 止 皇 位 阜 斗 瓜 血 や 且 日 管 一 拍 旦 皐 ∴ ∵ 掌 号 言 － ヰ 巾 碑 阜 哺 碑 庫

祁 旦 苦 言 且 卓 上 虚 位 巾 一 佃 島 郎 斗 止 虚 血 卓 上 也 且 叫 止 阜 皇 曲 中 世 曾 蒜 や

よ 阜 付 出 中 側 止 匝 帥 畠 田 単 位 叫 日 々 止 止 噂 巾 瓜 仰 せ 呈 帥 隠 州 畠 。 蒜 且 帥 匝

l m 鈷 叫 ．

け 早 出 戯 阜 匝 車 皿 虐 項 曙 け 仲 仕 鹿 阜 叶 卓 也 上 け 通 及 位 倒 。 一 匝 ヰ 卑 仰 日 々 上

け 瓜 盟 主 点 上 鑓 巾 ． 中 日 中 也 畠 中 出 川 基 軸 地 神 碑 庇 巾 皮 付 基 軸 日 々 畠 田 巾

匝 庇 帥 噂 O T 一 〇 十 庇 叫 勘 や 止 土 曜 呈 上 也 手 付 剋 巾 阜 且 ヰ ゆ 匝 且 止 皇 割 出 妃 畢
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